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内
　
　
　
訳

内
訳

国民健康保険 80億3,346万円 △0.24%

老人保健 0

特別会計 △3.56%168億5,636万円

企業会計 8.86%28億3,817万円

水道事業 9.71%27億7,011万円

春日居地区温泉給湯事業 △17.21%6,805万円

△100.00％

介護保険 47億8,629万円 6.93%

介護サービス 1,695万円 7.61%

後期高齢者医療 11億6,439万円 △1.65%

公共下水道 27億4,048万円 △5.70%

農業集落排水 5,480万円 △10.88%

簡易水道 1,694万円 △97.69%

財産区 4,300万円 △5.89%

会計名称
23年度当初

予算額
当初増減

割合

35億5,307万円

100億9,570万円

2億947万円

21億7,404万円

1,272万円

18億1,392万円

3億6,953万円

48億5,056万円

11億9,553万円

22億4,764万円

5万円

39億418万円

2,755万円

2,000万円

総務費

議会費

民生費

衛生費

労働費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

災害復旧費

公債費

諸支出金

予備費

款名称 23年度予算

3.0％

Δ1.5％

22.0％

Δ8.0％

Δ1.4％

22.9％

Δ2.9％

20.0％

Δ20.9％

Δ29.0％

0.0％

5.1％

Δ84.1％

0.0％

当初増減
割合

　
一
般
会
計
の
当
初
予
算
は

3
0
4
億
7
4
0
0
万
円
で
、

子
ど
も
手
当
支
給
な
ど
の
扶
助

費
等
の
増
に
よ
り
前
年
度
と
比

べ

る

と

5

・

8

%

、

16

億

7
4
0
0
万
円
の
増
加
と
な
り

ま
す
。

　
歳
入
で
は
皆
さ
ん
か
ら
納
め

て
い
た
だ
く
市
税
（
市
税
・
固

定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税
・
た

ば
こ
税
・
入
湯
税
な
ど
）
が
85

億
6
4
9
4
万
円
で
、
前
年
に

対
し
て
0
・
3
%
の
減
、
歳
入

全
体
の
28
・
１
%
を
占
め
て
い

ま
す
。
つ
い
で
、
市
の
財
政
力

に
応
じ
て
国
か
ら
交
付
さ
れ
る

地
方
交
付
税
が
84
億
円
で
、
前

年
比
5
・
8
%
の
増
、
歳
入
の

27
・
6
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
市
税
な
ど
の
自
主
財

源
は
全
体
の
32
・
９
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
歳
出
で
は
民
生
費
が
全
体
の

33
・
1
%
で
一
番
多
く
を
占
め

て
お
り
、
1
0
0
億
9
5
7
0

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
福
祉

増
進
の
た
め
医
療
費
助
成
対
象

を
小
学
校
６
年
生
ま
で
に
拡
充

す
る
子
ど
も
す
こ
や
か
医
療
費

助
成
制
度
の
新
設
や
子
ど
も
の

予
防
接
種
の
拡
充
、
石
和
第

5
保
育
所
の
建
設
な
ど
を
行
い

ま
す
。
そ
の
次
は
土
木
費
が
全

体
の
15
・
9
%
を
占
め
、
48
億

5
0
5
６
万
円
で
す
。
道
路
新

設
改
良
の
ほ
か
、
砂
原
橋
架
替

事
業
、
石
和
温
泉
駅
周
辺
整
備

事
業
、
八
代
ふ
る
さ
と
公
園
整

備
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
そ
の
他
に
、
新
規
ま
た
は
拡

充
す
る
事
業
と
し
て
上
芦
川
地

域
原
風
景
復
活
保
存
事
業
、
芦

川
小
学
校
屋
内
運
動
場
改
築
事

業
、
中
学
校
学
習
指
導
要
領
整

備
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
普

通
建
設
事
業
と
し
て
バ
イ
オ
マ

ス
セ
ン
タ
ー
建
設
や
多
機
能
ア

リ
ー
ナ
建
設
予
定
地
の
地
質
調

査
な
ど
を
行
う
調
査
費
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

その他

14億8,210万円

4.9%

市　税

85億6,494万円

28.1%

市　債

51億4,000万円

16.9%

分担金及び負担金

5億5,485万円

1.8%

地方消費税交付金

6億1,900万円

2.0%

県支出金

20億5,815万円

6.8%

国庫支出金

36億5,496万円

12.0%

地方交付税

84億円

27.6%

その他

6億3,934万円

2.1%

民生費�

100億9,570万円

33.1%

総務費

35億5,308万円

11.7%

教育費

22億4,764万円

7.4%

農林水産業費

18億1,393万円

6.0%

消防費

11億9,553万円

3.9%

衛生費

21億7,404万円

7.1%

公債費

39億418万円

12.8%

　
平
成
23
年
度
の
一
般
会
計
、
特
別
会
計
お
よ
び
企
業
会
計
の
当
初
予
算
が
笛
吹
市
議
会
3
月
定
例
会
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
度
で
第
一
次
笛
吹
市
総
合
計
画
は
4
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
計
画
を
実
行
し
、
市
民
の
皆
さ
ん

と
地
域
、
産
業
な
ど
調
和
の
取
れ
た
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
各
事
業
の
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

人件費 職員などに対し勤労の対価、報酬として支払われる経費

物件費 人件費、扶助費、補助金等以外の消費的性質の経費

扶助費 社会福祉や老人・児童福祉など安定した社会生活の保障に要する経費

補助費 各種団体に対する負担金補助及び交付金等に要する経費

普通建設（補助事業） 道路、橋りょうなどの建設事業に要する経費で、国・県から補助を受けて実施する事業に要する経費

普通建設（単独事業）
道路、橋りょうなどの建設事業に要する経費で、国から補助を受けることなく独自の財源で任意に実施
する事業に要する経費

災害復旧費 災害によって被害を受けた施設などを原型に復旧するための事業に要する経費

繰出金

公債費

一般会計と特別会計の予算の相互充用に要する経費

市の借金（償還及び利子）の支払いに要する経費

区　分 説　　　　明

消
費
的
経
費

投
資
的
経
費

そ
の
他

その他�

4億63万円

1.3%� 人件費�

47億996万円

15.5%�

物件費�

51億9,958万円

17.0%�

扶助費�

54億8,258万円

18.0%�

補助費�

24億8,431万円

8.2%

普通建設（単独事業）

31億5,713万円

10.4%

普通建設（補助事業）

11億7,975万円

3.8%

繰出金�

39億5,587万円

13.0%

公債費�

39億418万円

12.8%

災害復旧費�

1万円

0.0%�

消費的経費��58.7％
178億7,643万円

投資的経費��14.2％
43億3,689万円

その他��27.1％
82億6,068万円

消費的
経費�

投資的
経費

その他

土木費

48億5,056万円

15.9%

民 生 費

総 務 費

衛 生 費

…�福祉、医療、保育など

…�庁舎管理、戸籍事務、選挙費用など

…�健診、予防接種、ゴミ処理など

財政用語ミニ事典

各計数は、それぞれ切り捨てによっているの
で、端数において合計とは合致しません。�

各計数は、それぞれ切り捨てによっているので、端数において合
計とは合致しません。�



　
心
身
に
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
が
社

会
の
一
員
と
し
て
社
会
活
動
に
参
加
し
、

地
域
で
の
自
立
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ

う
、
適
切
な
支
援
を
確
保
す
る
た
め
の

各
種
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
い
ま
す
。

　
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

　
こ
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
、
大
き

く
次
の
3
つ
に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
訪
問
系
サ
ー
ビ
ス

　
在
宅
の
障
が
い
者
の
居
宅
に
訪
問

し
て
行
う
福
祉
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
居

宅
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）
な
ど
の

ほ
か
重
度
訪
問
介
護
、
行
動
援
護
、

短
期
入
所
等
が
あ
り
ま
す
。

▼
日
中
活
動
系
サ
ー
ビ
ス

　
在
宅
の
障
が
い
者
で
、
日
中
、
医

療
支
援
が
必
要
な
方
や
、
入
浴
な
ど

生
活
介
護
が
必
要
な
場
合
、
医
療
機

関
・
福
祉
施
設
等
で
過
ご
す
サ
ー
ビ

ス
で
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
授
産
施
設
や
更
生
施

設
で
の
訓
練
、
就
労
移
行
訓
練
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

▼
居
住
系
サ
ー
ビ
ス

　
一
般
の
在
宅
居
住
が
困
難
で
、
ケ

ア
ホ
ー
ム
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
（
専

門
ス
タ
ッ
フ
等
の
援
助
を
受
け
な
が

ら
、
小
人
数
、
一
般
の
住
宅
で
生
活

す
る
社
会
的
介
護
の
形
態
）
で
の
生

活
が
必
要
な
方
や
、
施
設
等
に
入
所

し
生
活
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
人
の

た
め
の
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

※
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　
市
独
自
の
事
業
と
し
て
、
自
立
支

援
法
で
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
こ
と
が
困
難
で
あ
り
、
福
祉
上
や

む
を
え
な
い
諸
事
情
に
よ
り
こ
の
事

業
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
方
へ
の
サ

ー
ビ
ス
で
す
。

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

　
重
度
の
障
が
い
者
が
病
院
等
で
保
険

診
療
を
受
け
た
と
き
の
、
医
療
費
の
自

己
負
担
（
各
保
険
の
付
加
給
付
金
及
び

高
額
医
療
費
・
食
事
療
養
費
は
除
く
）

分
を
、
窓
口
無
料
化
に
よ
っ
て
助
成
す

る
事
業
で
す
。

※
県
外
医
療
や
針
灸
な
ど
、
一
部
医
療

は
償
還
払
い
（
一
度
支
払
っ
て
か
ら

福
祉
窓
口
で
申
請
す
る
）
と
な
り
ま

す
。

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

自
立
支
援
医
療
制
度

▼
更
生
医
療

　
18
歳
以
上
の
身
体
障
が
い
者
が
受

け
る
、
現
在
あ
る
障
が
い
を
軽
減
（
ま

た
は
現
状
維
持
）
す
る
た
め
の
医
療

費
で
す
。

▼
精
神
通
院
医
療

　
精
神
の
障
が
い
に
よ
り
、
通
院
に

よ
る
医
療
行
為
が
必
要
な
方
の
た
め

の
医
療
費
で
す
。

補
装
具
の
交
付
・
修
理

　
身
体
的
欠
損
や
機
能
障
が
い
を
補
う

た
め
の
補
装
具
購
入
費
を
助
成
す
る
事

業
で
す
。

　
た
だ
し
、
介
護
保
険
が
優
先
さ
れ
ま

す
の
で
給
付
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。

※
市
民
税
課
税
額
に
よ
り
制
限
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成

　
在
宅
の
重
度
障
が
い
者
を
対
象
に
、

タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
る
場
合
に
タ
ク
シ

ー
券
を
発
行
し
、
そ
の
料
金
の
一
部
を

助
成
す
る
事
業
で
す
。

　
重
度
心
身
障
害
者
（
児
）
タ
ク
シ
ー
券

と
、
単
独
事
業
と
な
る
笛
吹
市
社
会
参

加
タ
ク
シ
ー
券
の
2
種
の
タ
ク
シ
ー
券

（
そ
れ
ぞ
れ
を
ひ
と
月
あ
た
り
2
枚
づ

つ
）
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

※
た
だ
し
、
申
請
月
が
５
月
以
降
に
な

る
と
支
給
枚
数
が
減
り
ま
す
。

【減免に該当する身体障がいの程度】

障がいの程度

視覚障害（注１）

聴覚障害

平衡機能障害

音声機能障害（注２）

上肢不自由（注３）

下肢不自由（注４）

体幹不自由

心臓機能障害

腎臓機能障害

呼吸器機能障害

ぼうこう、または直腸の

機能障害

小腸の機能障害

ヒト免疫不全ウィルス

による免疫機能障害

肝臓機能障害

１級

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

２級

○

○

○

○

○

○

○

３級

○

○

○

◎

◎

○

○

○

○

○

○

○

○

４級

○

◎

５級

◎

◎

６級

◎

介
助
用
自
動
車
購
入
助
成

　
下
肢
ま
た
は
体
幹
機
能
に
障
が
い
が

あ
り
、
車
い
す
を
常
時
使
用
す
る
在
宅

の
重
度
身
体
障
が
い
者
を
介
助
す
る
た

め
の
リ
フ
ト
付
自
動
車
購
入
費
を
助
成

す
る
事
業
で
す
。

特
別
児
童
扶
養
手
当

　
20
歳
未
満
の
在
宅
の
心
身
障
が
い
者

（
児
）
を
扶
養
し
て
い
る
人
に
対
す
る
手

当
で
す
。

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

特
別
障
害
者
手
当
等

　
20
歳
以
上
で
、
身
体
ま
た
は
精
神
に

重
複
障
が
い
な
ど
、
著
し
い
障
が
い
が

あ
り
、
常
に
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す

る
在
宅
の
障
が
い
者
に
対
す
る
手
当
で

す
。

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

障
害
児
福
祉
手
当

　
20
歳
未
満
で
、
身
体
ま
た
は
知
的
・

精
神
に
重
複
障
が
い
な
ど
、
著
し
い
障

が
い
が
あ
り
、
常
に
特
別
の
介
護
を
必

要
と
す
る
在
宅
の
障
が
い
児
に
対
す
る

手
当
で
す
。

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

※
3
歳
未
満
の
場
合
は
支
給
の
制
限
が

あ
り
ま
す
。

地
域
生
活
支
援
事
業

　
地
域
生
活
支
援
事
業
と
は
、
障
が
い

を
お
持
ち
の
方
が
地
域
で
生
活
し
て
い

く
た
め
の
支
援
を
行
う
も
の
で
、
障
が

い
者
の
社
会
参
加
や
地
域
活
動
を
支
援

し
て
い
く
事
業
で
す
。

　
そ
の
他
、
障
が
い
者
福
祉
は
様
々
な

も
の
が
あ
り
ま
す
。

▼
自
動
車
税
の
減
免
に
つ
い
て
の
相
談

▼
N
H
K
受
信
料
免
除
の
相
談

▼
自
動
車
燃
料
費
助
成
の
相
談

▼
そ
の
他
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
こ
と

■
問
合
せ
先

福
祉
総
務
課
�

障
害
福
祉
担
当

☎
0
5
5
（
2
6
2
）
1
2
7
1

℻
0
5
5
（
2
6
2
）
1
2
7
2

　
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
は
、
そ
の
障

が
い
の
程
度
に
よ
り
軽
自
動
車
税
の
減

免
措
置
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
軽
自
動
車
税
は
、
4
月
1
日
現
在
の

車
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

※
対
象
車
両
は
、
申
請
者
が
所
有
し
て

い
る
車
両
で
あ
る
こ
と
が
原
則
で
す
。

（
18
歳
未
満
の
申
請
者
ま
た
は
療
育
手

帳
・
精
神
障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病
者

手
帳
所
有
者
は
例
外
と
な
り
ま
す
。

減
免
に
該
当
す
る
身
体
障
が
い
の
程

度
等
、
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
）

※
普
通
自
動
車
税
の
減
免
、
障
害
者
タ

ク
シ
ー
券
な
ど
と
合
わ
せ
て
申
請
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
受
付
期
間

　
5
月
6
日
（
金
）
〜
24
日
（
火
）

▼
受
付
場
所
　
税
務
課
ま
た
は
各
支
所

▼
申
請
に
必
要
な
書
類

①
減
免
申
請
書
（
税
務
課
ま
た
は
各
支

所
に
あ
り
ま
す
）

②
身
体
障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病
者
手
帳
・

療
育
手
帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳

③
印
鑑

④
運
転
免
許
証

⑤
自
動
車
検
査
証
又
は
軽
自
動
車
届
出

済
証

⑥
平
成
23
年
度
軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書

■
問
合
せ
先
　
税
務
課
　
市
民
税
担
当

☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

ま
た
は
各
支
所

注１：視覚障害４級は４級の１のみです。

注２：喉頭摘出による音声機能障害がある場合に限ります。

注３：両上肢に障がいがある場合に限ります。

注４：下肢不自由３級については、両下肢に障がいがある

場合に限り、生計を同じとする方や単身で生活する

障がい者を常時介護する方の運転が認められます。

◎印は、本人運転のみ該当します。

○印は、本人運転、または、生計を同じとする方や単身で

生活する障がい者を常時介護する方の運転が認められます。



1
ふ
れ
あ
い
ペ
ン
ダ
ン
ト

　
（
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
）
事
業

　
急
病
ま
た
は
事
故
等
の
緊
急
時
に
迅

速
な
救
助
が
で
き
る
緊
急
通
報
シ
ス
テ

ム
（
体
制
）
を
整
備
し
ま
す
。
消
防
署

と
協
力
員
（
本
人
が
予
め
依
頼
す
る
）

と
の
連
携
に
よ
り
緊
急
時
に
迅
速
な
対

応
を
す
る
こ
と
で
日
常
生
活
上
の
安
全

の
確
保
と
不
安
の
解
消
を
目
指
し
ま
す
。

▼
対
象
　
65
歳
以
上
の
虚
弱
な
一
人
暮

ら
し
高
齢
者
（
病
弱
、
緊
急
性
の
持

病
が
あ
る
方
）
等

2
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
見
守
り

事
業
（
乳
酸
菌
飲
料
の
配
布

に
よ
る
安
否
確
認
）

　
ヤ
ク
ル
ト
レ
デ
ィ
が
乳
酸
菌
飲
料
を

直
接
手
渡
す
こ
と
に
よ
り
安
否
確
認
を

行
い
ま
す
。

▼
対
象
　
75
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
高

齢
者
で
虚
弱
等
の
状
況
に
あ
り
、
安

否
確
認
が
必
要
と
判
断
さ
れ
る
方

3
配
食
サ
ー
ビ
ス

　
食
の
確
保
が
困
難
な
在
宅
の
高
齢
者

に
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
自
立
生
活
の

支
援
と
安
否
確
認
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象
　
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
高

齢
者
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯
等
で
あ

っ
て
必
要
と
認
定
さ
れ
た
方

4
生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　
家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
高
齢
者
が
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
等
に
お
い
て

日
常
動
作
訓
練
や
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
行
い
、
1
日
楽
し
く
過
ご
す
こ
と

で
、
要
介
護
状
態
を
予
防
し
ま
す
。

▼
対
象
　
介
護
保
険
制
度
で
「
自
立
」

判
定
の
方
及
び
65
歳
以
上
の
一
人
暮

ら
し
高
齢
者
等
で
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が

必
要
と
思
わ
れ
る
方

5
生
活
援
助
員
派
遣
事
業

　
ヘ
ル
パ
ー
等
を
派
遣
し
、
在
宅
で
の

日
常
生
活
の
支
援
（
掃
除
・
洗
濯
・
食

事
食
材
確
保
・
生
活
指
導
）
を
す
る
こ

と
で
、
要
介
護
状
態
へ
の
予
防
及
び
自

立
支
援
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象
　
介
護
保
険
制
度
で
「
自
立
」

判
定
の
方
及
び
65
歳
以
上
の
一
人
暮

ら
し
高
齢
者
等
で
生
活
援
助
が
必
要

な
方

6
訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
事
業

　
居
宅
に
お
い
て
寝
た
き
り
等
で
外
出

で
き
な
い
高
齢
者
に
、
自
宅
ま
で
出
向

い
て
理
美
容
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象
　
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
寝
た

き
り
等
で
外
出
の
困
難
な
方

7
寝
具
洗
濯
乾
燥
サ
ー
ビ
ス

　
事
業

　
寝
具
を
日
に
干
す
こ
と
が
困
難
な
高

齢
者
の
寝
具
を
洗
濯
乾
燥
し
ま
す
。

▼
対
象
　
65
歳
以
上
で
寝
た
き
り
の
方
、

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
及
び
高
齢
者
の

み
の
世
帯
で
虚
弱
等
の
状
況
の
方

8
軽
度
生
活
援
助
事
業

　
家
屋
内
外
の
整
理
整
頓
・
粗
大
ゴ
ミ

等
の
搬
出
等
の
在
宅
生
活
の
継
続
に
必

要
な
日
常
生
活
上
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象
　
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し

高
齢
者
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯
等
の

方
で
生
活
保
護
世
帯
・
市
民
税
所
得

割
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
方

9
高
齢
者
日
常
生
活
用
具

　
給
付
事
業

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
、
電
磁
調
理
器

が
給
付
さ
れ
ま
す
。
予
め
申
請
が
必
要

で
す
。

▼
対
象

65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
、

高
齢
者
の
み
の
世
帯
の
方
で
生
活
保

護
世
帯
・
市

民
税
所
得
割

非
課
税
世
帯

に
属
す
る
方

の
う
ち
給
付

が
必
要
と
判

断
さ
れ
る
方

10
介
護
予
防
用
寝
台
貸
与
費

　
助
成
事
業

　
軽
度
な
要
介
護
者
に
、
可
動
機
能
を

有
し
な
い
介
護
予
防
用
寝
台
の
貸
与
費

用
の
一
部
が
助
成
さ
れ
、
在
宅
生
活
の

支
援
が
行
わ
れ
ま
す
。

▼
対
象
　
要
介
護
1
、
要
支
援
1
及
び

要
支
援
2
の
介
護
認
定
を
受
け
た
方
、

ま
た
は
同
程
度
の
方
で
寝
台
が
必
要

と
認
め
ら
れ
た
方

11
養
護
老
人
ホ
ー
ム
短
期

　
宿
泊
事
業

　
基
本
的
生
活
習
慣
が
欠
如
し
て
い
る

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
等
で
、
一
時
的
に

養
護
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
、
市
が

契
約
す
る
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
一
時
入

所
す
る
こ
と
で
、
基
本
的
生
活
習
慣
を

身
に
付
け
ら
れ
る
よ
う
援
助
さ
れ
ま
す
。

▼
対
象
　
60
歳
以
上
で
、
介
護
保
険
制

度
で
「
自
立
」
と
判
定
さ
れ
た
方

12
介
護
慰
労
金
支
給
事
業

　
家
庭
で
、
寝
た
き
り
高
齢
者
ま
た
は

認
知
症
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
方
に

対
し
、
慰
労
金
（
月
額
1
万
円
）
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

▼
対
象
　
寝
た
き
り
高
齢
者
ま
た
は
認

知
症
高
齢
者
（
と
も
に
65
歳
以
上
）
を

家
庭
に
お
い
て
介
護
し
て
い
る
介
護

者
（
入
院
及
び
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の

利
用
が
あ
る
月
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
）

13
在
宅
寝
た
き
り
高
齢
者
等

　
紙
お
む
つ
助
成
事
業

　
在
宅
の
寝
た
き
り
高
齢
者
等
（
低
所

得
世
帯
）
の
紙
お
む
つ
購
入
費
用
の
一

部
が
助
成
さ
れ
ま
す
。

▼
対
象
　
尿
失
禁
等
に
よ
り
常
時
紙
お

む
つ
を
使
用
し
て
い
る
65
歳
以
上
の

高
齢
者
等
で
、
市
民
税
所
得
割
非
課

税
世
帯
の
方

14
認
知
症
高
齢
者
見
守
り

　
事
業
（
G
P
S
）

　
認
知
症
の
た
め
に
徘
徊
の
お
そ
れ
の

あ
る
高
齢
者
に
位
置
検
索
装
置
（
G
P
S
）

を
お
持
ち
い
た
だ
き
、
電
波
を
受
信
す

る
こ
と
で
家
族
が
高
齢
者
の
い
る
場
所

を
確
認
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

▼
対
象
　
在
宅
で
生
活
す
る
お
お
む
ね

65
歳
以
上
の
徘
徊
の
お
そ
れ
の
あ
る

認
知
症
高
齢
者
を
在
宅
で
介
護
し
て

い
る
同
一
世
帯
の
家
族

15
居
宅
整
備
介
護
支
援
事
業

　
介
護
予
防
を
前
提
と
し
た
「
歩
行
・

排
泄
・
入
浴
支
援
の
た
め
の
手
す
り
設

置
」
な
ど
の
軽
微
な
改
修
の
費
用
が
助

成
さ
れ
ま
す
。

※
新
築
や
改
築
な
ど
大
規
模
工
事
に
か

か
る
も
の
は
対
象
外
で
す
。

▼
対
象
　
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
市
民

税
所
得
割
が
非
課
税
の
世
帯
に
属
し
、

介
護
保
険
制
度
で
「
自
立
」
と
判
定

さ
れ
た
方
ま
た
は
介
護
保
険
制
度
の

対
象
に
な
ら
な
い
方

16
家
族
介
護
支
援
事
業

　
介
護
方
法
等
の
家
族
介
護
教
室
を
開

催
し
ま
す
。

▼
対
象
　
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
家

族
や
援
助
者

17
介
護
予
防
（
一
次
予
防
）
事
業

　
転
倒
予
防
な
ど
の
介
護
予
防
等
事
業

に
関
す
る
理
解
を
深
め
、
地
域
の
高
齢

者
が
自
ら
介
護
予
防
活
動
に
参
加
し
、

介
護
予
防
に
向
け
た
事
業
を
実
施
し
ま

す
。

や
っ
て
み
る
じ
ゃ
ん
介
護
予
防
事
業

　
地
域
の
公
民
館
や
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
な
ど
で
介
護
予
防
事
業
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象
　
65
歳
以
上
の
高
齢
者

生
き
が
い
づ
く
り
支
援
事
業

　
社
会
見
学
バ
ス
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

▼
対
象
　
65
歳
以
上
の
高
齢
者

高
齢
者
介
護
予
防
体
操
普
及
啓
発
事
業

　
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
テ
レ
ビ
な
ど

を
通
じ
で
介
護
予
防
体
操
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
対
象
　
65
歳
以
上
の
高
齢
者

18
介
護
予
防（
二
次
予
防
）事
業

　
二
次
予
防
事
業
対
象
者
が
、
介
護
予

防
事
業
に
参
加
す
る
こ
と
で
要
支
援
・

要
介
護
状
態
へ
の
移
行
を
防
ぐ
た
め
次

の
事
業
を
行
い
ま
す
。

※
通
所
に
よ
る
事
業
参
加
が
困
難
な
場

合
、
必
要
に
応
じ
訪
問
に
よ
る
支
援

も
行
い
ま
す
。

①
運
動
機
能
向
上
事
業

②
栄
養
改
善
事
業

③
口
腔
機
能
向
上
事
業

④
認
知
症
予
防
・
支
援
事
業

▼
対
象
　
二
次
予
防
事
業
対
象
者

（
要
支
援
・
要
介
護
状
態
と
な
る
可
能

性
の
あ
る
65
歳
以
上
の
高
齢
者
）

※
生
活
機
能
評
価
に
よ
り
、
二
次
予
防

事
業
対
象
者
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

19
長
寿
祝
金
支
給
事
業

　
多
年
に
わ
た
り
地
域
社
会
の
発
展
に

尽
く
し
て
き
た
満
1
0
0
歳
の
長
寿
者

を
敬
愛
し
、
そ
の
功
を
ね
ぎ
ら
う
た
め

祝
金
・
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
す
。

▼
対
象
　
市
内
に
10
年
以
上
継
続
し
て

住
所
を
有
す
る
満
1
0
0
歳
の
方

20
敬
老
祝
金
支
給
事
業

　
老
人
の
日
及
び
老
人
週
間
の
行
事
と

し
て
、
高
齢
者
に
敬
老
祝
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

▼
対
象
　
9
月
15
日
に
お
い
て
満
77
歳
・

満
88
歳
・
満
1
0
0
歳
以
上
の
方
で
、

8
月
1
日
現
在
笛
吹
市
内
に
居
住
し
、

住
民
基
本
台
帳
ま
た
は
外
国
人
登
録

原
票
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

※
個
人
負
担
金
、
助
成
額
、
利
用
期
間

等
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
高
齢
福
祉
課

☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
2

ま
た
は
各
支
所



・
5
年
生
男
子

�
第
1
位
�

戸
沢
�

郁
也
�

（
英
心
館
）

�
第
2
位
�

出
羽
洸
一
郎
�

（
英
心
館
）

�
第
3
位
�

田
邊
�

凌
也
�

（
英
心
館
）

・
5
年
生
女
子

�
第
1
位
�

富
田
�

飛
鳥
�

（
上
野
原
）

�
第
2
位
�

守
屋
み
な
み
�

（
上
野
原
）

�
第
3
位
�

フ
ォ
ル
メ
ン
テ
ラ
ま
ゆ
み

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

（
石
和
）

・
6
年
生
男
子

�
第
1
位
�

山
下
　
浩
由
　
（
上
野
原
）

　
第
2
位
　
田
村
　
　
仁
　
（
英
心
館
）

　
第
2
位
　
深
井
　
博
貴
　
（
上
野
原
）

・
6
年
生
女
子

　
第
1
位
　
廣
野
ま
り
な
　
　
（
石
和
）

　
第
2
位
　
小
野
　
美
音
　
（
南
松
院
）

　
第
3
位
　
近
江
　
彩
音
　
　
（
石
和
）

・
中
学
生
男
子

　
第
1
位
　
大
久
保
旭
飛
　
（
英
心
館
）

　
第
2
位
　
塩
澤
　
亨
太
　
（
英
心
館
）

　
第
3
位
　
大
久
保
来
輝
　
（
英
心
館
）

・
中
学
生
女
子

　
第
1
位
　
守
屋
ひ
か
り
　
（
上
野
原
）

　
第
2
位
　
杉
本
　
り
さ
　
（
上
野
原
）

　
第
3
位
　
遠
藤
　
　
咲
　
（
南
松
院
）

○
団
体
組
手

　
第
1
位
　
上
野
原
ス
ポ
少
A

　
第
2
位
　
英
心
館
A

　
第
3
位
　
上
野
原
ス
ポ
少
B

○
形
の
部

・
幼
児
混
合
男
女

　
第
1
位
　
照
屋
　
真
木
　
（
誠
心
塾
）

　
第
2
位
　
田
中
月
純
姫
　
（
上
野
原
）

　
第
3
位
　
小
林
樹
里
奈
　
（
志
空
館
）

・
1
年
生
男
女
混
合

　
第
1
位
　
西
崎
　
陽
平
　
（
上
野
原
）

　
第
2
位
　
横
原
　
蒼
太
　
（
英
心
館
）

　
第
3
位
　
飯
島
　
永
稀
（
田
中
道
場
）

・
2
年
生
男
女
混
合

　
第
1
位
　
渋
谷
　
勇
佑
　
（
上
野
原
）

　
第
2
位
　
為
本
　
　
志
　
（
英
心
館
）

　
第
3
位
　
山
口
　
聖
也
　
（
上
野
原
）

・
3
年
生
男
子

　
第
1
位
　
出
羽
遼
太
郎
　
（
英
心
館
）

　
第
2
位
　
木
村
　
勇
作
　
　
（
石
和
）

　
第
3
位
　
斉
藤
　
瑠
樹
　
（
上
野
原
）

・
3
年
生
女
子

　
第
1
位
　
山
下
　
怜
子
　
（
上
野
原
）

　
第
2
位
　
杉
本
　
ま
り
　
（
上
野
原
）

　
第
3
位
　
仲
西
ユ
カ
リ
　
（
南
松
院
）

・
4
年
生
男
子

　
第
1
位
　
西
崎
　
俊
介
　
（
上
野
原
）

　
第
2
位
　
飯
島
　
慶
也
（
田
中
道
場
）

　
第
3
位
　
庄
子
　
隆
一
　
　
（
石
和
）

・
4
年
生
女
子

　
第
1
位
　
阿
部
　
悠
莉
　
（
誠
心
塾
）

　
第
2
位
　
関
根
　
光
希
　
（
英
心
館
）

　
第
3
位
　
石
井
　
朱
悠
　
（
英
心
館
）

・
5
年
生
男
子

　
第
1
位
　
長
田
　
和
機
　
（
志
空
館
）

　
第
2
位
　
出
羽
洸
一
郎
　
（
英
心
館
）

　
第
3
位
　
斉
藤
　
　
蓮
　
（
上
野
原
）

・
5
年
生
女
子

　
第
1
位
　
富
田
　
飛
鳥
　
（
上
野
原
）

　
第
2
位
　
守
屋
み
な
み
　
（
上
野
原
）

　
第
3
位
　
望
月
　
星
来
　
（
南
松
院
）

・
6
年
生
男
子

　
第
1
位
　
田
村
　
　
仁
　
（
英
心
館
）

　
第
2
位
　
田
中
　
王
琉
（
上
野
原
）

　
第
3
位
　
山
下
　
浩
由
（
上
野
原
）

・
6
年
生
女
子

　
第
1
位
　
廣
野
ま
り
な
　
（
石
和
）

　
第
2
位
　
小
野
　
美
音
（
南
松
院
）

　
第
3
位
　
佐
野
　
綾
香
（
南
松
院
）

・
中
学
生
男
子

　
第
1
位
　
細
田
　
雄
太
（
英
心
館
）

　
第
2
位
　
大
久
保
来
輝
（
英
心
館
）

　
第
3
位
　
大
久
保
旭
飛
（
英
心
館
）

・
中
学
生
女
子

　
第
1
位
　
長
田
　
　
歩
（
志
空
館
）

　
第
2
位
　
内
田
　
　
萌
（
英
心
館
）

　
第
3
位
　
杉
本
　
り
さ
（
上
野
原
）

○
団
体
形

　
第
1
位
　
英
心
館
B

　
第
2
位
　
英
心
館
A

　
第
3
位
　
上
野
原
ス
ポ
少
B

○
4
年
生
の
部

　
第
1
位
　
御
坂

　
第
2
位
　
ル
ー
デ
ン
ス

　
第
3
位
　
石
和

　
第
4
位
　
一
宮

　
第
5
位
　
境
川

　
第
6
位
　
八
代

○
5
年
生
の
部

　
第
1
位
　
ル
ー
デ
ン
ス

　
第
2
位
　
御
坂

　
第
3
位
　
一
宮

　
第
4
位
　
境
川

　
第
5
位
　
石
和

　
第
6
位
　
八
代

○
3
・
4
年
生

・
男
子
25
M
自
由
形
　
松
土
直
也
（
16
位
）

・
女
子
25
M
自
由
形
　
浅
川
藍
花
（
11
位
）

　
　
　
　
〃
　
　
　
　
山
下
笑
莉
（
12
位
）

　
　
　
　
〃
　
　
　
萩
原
あ
す
か
（
13
位
）

　
　
　
　
〃
　
　
　
　
米
長
雛
子
（
15
位
）

　
　
　
　
〃
　
　
　
　
今
井
遥
菜
（
18
位
）

・
女
子
25
M
平
泳
ぎ
　
山
下
笑
莉
（
7
位
）

・
女
子
25
M
背
泳
ぎ
　
安
西
真
輝
（
5
位
）

・
女
子
25
M
板
ビ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
笑
莉
（
1
位
）

　
　
　
　
〃
　
　
　
　
浅
川
藍
花
（
2
位
）

　
　
　
　
〃
　
　
　
萩
原
あ
す
か
（
8
位
）

　
　
　
　
〃
　
　
　
　
米
長
雛
子
（
11
位
）

・
女
子
50
M
自
由
形
　
浅
川
藍
花
（
8
位
）

　
　
　
　
〃
　
　
　
　
安
西
真
輝
（
11
位
）

・
女
子
1
0
0
M
板
ビ
ー
ト
リ
レ
ー

　
　
浅
川
・
米
長
・
山
下
・
萩
原
（
2
位
）

○
5
・
6
年
生

・
男
子
50
M
自
由
形
　
今
井
亮
太
（
5
位
）

・
男
子
50
M
平
泳
ぎ
　
今
井
亮
太
（
3
位
）

・
女
子
25
M
自
由
形
　
山
本
仁
佳
（
4
位
）

・
女
子
25
M
平
泳
ぎ
　
山
本
仁
佳
（
8
位
）

・
男
子
1
0
0
M
自
由
形

　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
井
亮
太
（
2
位
）

�　○
Ａ
パ
ー
ト

　
第
1
位
　
境
川

　
第
2
位
　
一
宮

　
第
3
位
　
石
和
東

○
Ｂ
パ
ー
ト

　
第
1
位
　
石
和
南

　
第
2
位
　
御
坂
西

　
第
3
位
　
石
和
北

○
Ｃ
パ
ー
ト

　
第
1
位
　
石
和
富
士
見

　
第
2
位
　
春
日
居

○
5
・
6
年
生
男
子
の
部

　
第
1
位
　
斉
藤
・
鶴
田
組
　
（
石
和
）

　
第
2
位
　
丸
山
・
金
田
組
　
（
石
和
）

　
第
3
位
　
藤
本
・
福
田
組
　
（
石
和
）

　
第
3
位
　
石
原
・
斉
藤
組
　
（
石
和
）

○
6
年
生
女
子
の
部

　
第
1
位
　
雨
宮
・
大
久
保
組
（
境
川
）

　
第
2
位
　
古
川
・
山
木
組
　
（
境
川
）

　
第
3
位
　
飯
窪
・
藤
本
組
　
（
石
和
）

　
第
3
位
　
渡
辺
・
中
村
組
（
加
納
岩
）

○
5
年
生
女
子
の
部

第
1
位
　
寺
西
・
三
澤
組
　
（
境
川
）

第
2
位
　
大
庭
・
仲
澤
組
　
（
石
和
）

第
3
位
　
加
室
・
菊
嶋
組
　
（
石
和
）

第
3
位
　
関
本
・
鈴
木
組
　
（
石
和
）

○
4
年
生
以
下
男
子
の
部

第
1
位
　
大
久
保
・
角
田
組
（
境
川
）

第
2
位
　
中
村
・
西
川
組

　
　
　
　
　
　
　
（
加
納
岩
・
境
川
）

第
3
位
　
押
本
・
三
浦
組
　
（
石
和
）

第
3
位
　
金
丸
・
原
組
　
　
（
石
和
）

○
4
年
生
以
下
女
子
の
部

第
1
位
　
古
川
・
山
木
組
　
（
境
川
）

第
2
位
　
内
藤
・
三
枝
組
　
（
一
宮
）

第
3
位
　
小
澤
・
竹
内
組
　
（
石
和
）

第
3
位
　
並
木
・
河
西
組
（
加
納
岩
）

○
小
学
生
の
部

第
1
位
　
中
川
　
夢
来
（
御
坂
）

第
2
位
　
小
谷
野
優
麻
（
石
和
）

第
3
位
　
小
林
　
実
生
（
御
坂
）

第
4
位
　
渡
辺
　
夕
稀
（
御
坂
）

第
5
位
　
渡
辺
　
　
慧
（
御
坂
）

○
中
学
生
の
部

第
1
位
�

野
崎
沙
耶
香
（
御
坂
）

第
2
位
　
菊
島
な
つ
き
（
御
坂
）

第
3
位
　
梶
原
　
　
悠
（
御
坂
）

○
男
子
の
部

　
第
1
位
　
河
野
（
御
坂
）

　
第
2
位
　
横
山
（
八
代
）

　
第
3
位
　
丸
山
（
八
代
）

　
第
3
位
　
中
屋
（
八
代
）

○
女
子
の
部

　
第
1
位
　
河
野
（
御
坂
）

　
第
2
位
　
山
本
（
八
代
）

　
第
3
位
　
前
島
（
八
代
）

　
第
3
位
　
古
屋
（
御
坂
）

○
個
人

　
1
位
　
堀
内
採
矢
能

　
2
位
　
小
宮
山
　
舞

　
3
位
　
山
本
　
美
香

　
4
位
　
鈴
木
み
の
り

　
5
位
　
堀
内
　
愛
里

　
6
位
　
武
井
み
な
子

○
種
目
別

　
フ
ー
プ
　
1
位
　
堀
内
　
愛
里

　
ボ
ー
ル
　
1
位
　
堀
内
採
矢
能

　
ク
ラ
ブ
　
1
位
　
山
本
　
美
香

　
リ
ボ
ン
　
1
位
　
武
井
み
な
子

○
団
体

　
1
位
　
1
班
（
堀
内
�

愛
里
・

�
�
�
�

山
本
�

美
香
・
武
井
み
な
子
）

　
2
位
　
4
班
（
堀
内
採
矢
能
・

　
　
　
　
武
井
か
な
子
・
進
藤
�

彩
花
）

　
3
位
　
2
班
（
小
宮
山
�

舞
・

�
�
�

窪
田
�

祐
季
・
古
屋
�

佳
穂
・

�
�
�

岩
間
�

優
奈
）

○
組
手
の
部

・
幼
児
混
合
男
女

　
第
1
位
　
樋
口
虎
之
心
（
英
心
館
）

　
第
2
位
　
照
屋
　
真
木
（
誠
心
塾
）

　
第
3
位
　
大
槻
　
航
瑛
（
志
空
館
）

・
1
年
生
男
女
混
合

　
第
1
位
　
杉
本
　
ゆ
り
（
上
野
原
）

　
第
2
位
　
西
崎
　
陽
平
（
上
野
原
）

　
第
3
位
　
田
村
　
徳
久
（
英
心
館
）

・
2
年
生
男
女
混
合

　
第
1
位
　
山
口
　
聖
也
（
上
野
原
）

　
第
2
位
　
渋
谷
　
勇
佑
（
上
野
原
）

　
第
3
位
　
為
本
　
　
志
（
英
心
館
）

・
3
年
生
男
子

　
第
1
位
　
出
羽
遼
太
郎
（
英
心
館
）

　
第
2
位
　
斉
藤
　
瑠
樹
（
上
野
原
）

　
第
3
位
　
荒
居
　
大
晟
（
英
心
館
）

・
3
年
生
女
子

　
第
1
位
　
山
下
　
怜
子
（
上
野
原
）

　
第
2
位
　
杉
本
　
ま
り
（
上
野
原
）

　
第
3
位
　
仲
西
ユ
カ
リ
（
南
松
院
）

・
4
年
生
男
子

　
第
1
位
　
小
俣
　
　
渉
（
上
野
原
）

　
第
2
位
　
西
崎
　
俊
介
（
上
野
原
）

　
第
3
位
　
小
俣
　
直
央
（
上
野
原
）

・
4
年
生
女
子

　
第
1
位
　
長
田
　
実
月
　
（
石
和
）

　
第
2
位
　
飯
島
　
桃
子
（
春
日
居
）

　
第
3
位
　
山
下
あ
す
か
　
（
大
和
）



▼目指す子ども像

　きらめき　ひびき合う　ふえふきの子

▼基本目標

・「生きてはたらく力」を身に付けた子どもの育成

・家族や人を愛し、自然や郷土を大切にする子どもの育成

▼基本方針

・「確かな学力」の育成と学びを深める教育

・しなやかな心と丈夫な体をつくる教育

・ゆたかな成長を支える教育環境の充実

�
�

　
子
ど
も
た
ち
が
夢
を
実
現
し
、
豊
か

な
未
来
を
迎
え
る
た
め
に
学
校
教
育
は

と
て
も
大
切
な
も
の
で
す
。

　
市
で
は
平
成
20
年
9
月
に
学
校
教
育

ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
、
市
の
学
校
教
育

が
基
本
的
に
目
標
と
す
る
も
の
と
し
て
「
生

き
て
は
た
ら
く
力
を
身
に
付
け
た
子
ど

も
の
育
成
」
「
家
族
や
人
を
愛
し
、
自
然

や
郷
土
を
愛
す
る
子
ど
も
の
育
成
」
を

掲
げ
ま
し
た
。
そ
の
目
標
に
向
か
っ
て

学
校
・
教
育
委
員
会
・
P
T
A
が
協
力

し
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
し
て
い

ま
す
。

　
平
成
21
年
度
か
ら
は
「
あ
い
さ
つ
」「
聞

き
方
」
「
言
葉
遣
い
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を

書
い
た
ポ
ス
タ
ー
を
市
内
の
学
校
や
公

共
施
設
、
商
店
な
ど
に
掲
示
し
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
周
知
し
て
き
ま
し
た
。
お

か
げ
さ
ま
で
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で

「
あ
い
さ
つ
」
「
聞
き
方
」
「
言
葉
遣
い
」

の
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

少
し
ず
つ
定
着
し
て
い
る
こ
と
を
実
感

し
て
い
ま
す
。

　
平
成
23
年
4
月
か
ら
は
、
家
庭
学
習

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
「
フ
ッ
キ
ー
家
庭
学
習

3
つ
の
約
束
」
を
市
内
全
小
中
学
生
に

配
布
し
、
市
内
で
一
斉
に
「
家
庭
学
習
」

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

が
「
確
か
な
学
力
」
を
身
に
付
け
る
た

め
に
、
学
校
の
授
業
に
加
え
て
、
自
分

か
ら
進
ん
で
学
習
し
よ
う
と
す
る
意
欲

を
付
け
る
こ
と
、
毎
日
学
習
す
る
習
慣

を
付
け
る
こ
と
は
と
て
も
大
切
で
す
。

　
子
ど
も
が
こ
の
よ
う
な
意
欲
・
習
慣

を
身
に
付
け
る
た
め
に
、
生
活
の
基
盤

と
な
る
ご
家
庭
の
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

　
こ
の
家
庭
学
習
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を

は
じ
め
、
学
校
か
ら
出
さ
れ
る
勉
強
の

仕
方
な
ど
を
十
分
に
活
用
し
、
み
ん
な

で
子
ど
も
の
学
力
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

　
家
庭
学
習
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
「
フ
ッ
キ

ー
3
つ
の
約
束
」
を
お
子
さ
ん
や
ご
家

族
の
見
え
る
と
こ
ろ
に
貼
り
、
い
つ
で

も
意
識
で
き
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
中
で
、
で
き
た
こ
と
は
ほ
め
、
で

き
な
か
っ
た
こ
と
は
で
き
る
よ
う
に
励

ま
し
て
く
だ
さ
い
。
は
じ
め
は
で
き
な

く
て
も
、
毎
日
続
け
て
い
く
こ
と
で
少

し
ず
つ
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま

す
。

　
市
内
の
小
中
学
生
は
、
「
み
ん
な
で
や

る
じ
ゃ
ん
!!
」
を
合
言
葉
に
、
「
フ
ッ
キ

ー
家
庭
学
習
3
つ
の
約
束
」
の
も
と
、

全
員
で
家
庭
学
習
に
取
り
組
め
る
よ
う

小
中
学
生
の
ご
家
庭
の
み
な
ら
ず
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
学
校
教
育
課
�

学
務
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
3
7

松村誠さん

■問合せ先　生涯学習課　生涯学習担当　☎�0 5 5（ 2 6 1 ）3 3 3 9

■問合せ先　ふえふきリニアまつり実行委員会事務局（笛吹市役所経営企画課経営政策担当）
　　　　　　☎�055（261）2032

■申込・問合せ先　生涯学習課　生涯学習担当　☎�0 5 5（ 2 6 1 ）3 3 3 9

　お子さんとスキンシップを図りながら、親子の健全な心と体を育てます。また、育児・食事・
子どもの心や体について山梨学院在籍の専門家の先生方のお話しや、保護者の心配事について
も丁寧にご指導いただきます。
▼対象　就園のお子さんとその保護者
▼日時・場所　○ 6月14日（火）・ 6月28日（火）　 7月12日（火）・ 8月 9日（火）
　　　　　　　　 9月13日（火）・ 9月27日（火）　10月 4日（火）・10月18日（火）
　　　　　　　　11月 8日（火）・11月29日（火）　12月13日（火）・ 1月17日（火）
　　　　　　　○午前10時～11時30分　　　○清流公園清流館　剣道場他
▼講師　○川上　琴美先生（山梨学院短期大学保育科教授）
　　　　○中込まゆみ先生（山梨学院短期大学食育推進室課員）
　　　　○藤原千恵美先生（山梨学院大学付属小学校教諭）
▼定員　３才未満のお子様とその保護者�20組
▼服装・持ち物　運動のできる服装、靴下（お子様も）、水筒、タオル
▼申込方法　申込書または電話でお申し込みください。

　平成23年度「市民講座」「スコレー大学」開学式にあわせて、特別公演を開催します。
　歌と語りを通して、平和の尊さや、今自分にできること等について考える機会にしていただきた
いです。※ホワイエ（ロビー）にて松村誠写真展同時開催
　市民講座へ申し込みされた方・今後受講を希望される方だけでなく、どなたでも入場できます。
▼日時　５月21日（土）　○開学式典　午後１時45分　○公演　午後２時
▼場所　スコレーセンター集会室
▼公演内容
○歌を通じて平和の尊さを訴えている山本晴美さん（NPO法人みの

ぶジュニアコーラス代表）による戦争中に出征する青年たちを万
歳で見送った場所「万歳峠」にまつわる歌語り（歌と語りと映像）

○写真家��松村誠氏と山本晴美氏の「いのち」をテーマとしたトークライブ
▼入場料　無料

　笛吹市では、山梨市・甲州市とともに、リニア中央新幹線の中間駅について、境川
町内への誘致活動を行っています。
　このたび、駅誘致場所を市内外にピーアールするとともに、駅誘致活動の機運をい
っそう盛り上げるため、「ふえふきリニアまつり」を開催します。当日は、「これであ
なたもリニア博士」～ふえふき・リニアクイズ～の開催や小中学生の皆さんによる、
「リニアの駅ができたら」と題した作文の披露などを予定しています。参加自由です
ので、多くの皆さんのご来場をお待ちしております。
▼日　時　5月21日（土）午後１時30分～　　▼場　所　境川総合会館
▼参加費　無料（申し込みの必要はありません）

山本晴美さん

ポスター

家庭学習リーフレット　うら 家庭学習リーフレット　おもて



　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
国
民
皆
保
険
制
度
を
根
底
で
支
え
つ
づ
け
て
い
る
国
民
健
康

保
険
（
以
下
「
国
保
」
）
の
制
度
や
笛
吹
市
の
現
状
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま

す
。「
み
ん
な
の
国
保
を
守
る
た
め
」
に
、
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

一人当たり療養給付費

19,000

18,000

17,000

16,000

H21.1
16,757

H22.1
17,181

H23.1
18,103

�　　
国
民
健
康
保
険
へ
の
加
入
手
続
や
脱

退
手
続
、
変
更
等
の
手
続
は
、
本
人
か

ら
の
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
届
け

出
は
、
必
ず
14
日
以
内
に
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

Q
　
国
保
に
加
入
す
る
と
き
は
?

A
・
ほ
か
の
市
町
村
か
ら
転
入
し
た
日

（
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
な
い
場
合
）

　
・
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
を
や
め
た

日
（
退
職
日
の
翌
日
）

　
・
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
日

　
・
生
活
保
護
を
受
け
な
く
な
っ
た
日

Q
　
国
保
を
や
め
る
と
き
は
?

A
・
ほ
か
の
市
町
村
へ
転
出
し
た
日
、

ま
た
は
翌
日

　
・
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
へ
加
入
し

た
日
の
翌
日
（
職
場
で
は
手
続
き

を
行
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
の
で
、
必

ず
ご
自
身
で
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
）

　
・
死
亡
し
た
日
の
翌
日

　
・
生
活
保
護
を
受
け
始
め
た
日

　
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
対
象
と

な
っ
た
日

Q
　
加
入
の
届
出
が
遅
れ
る
と
?

A
　
加
入
資
格
が
発
生
し
た
時
点
（
届

出
日
で
は
な
い
）
ま
で
さ
か
の
ぼ

っ
て
保
険
料
（
税
）
を
納
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

Q
　
脱
退
の
届
出
が
遅
れ
る
と
?

A
　
新
た
に
加
入
し
た
職
場
の
健
康
保

険
と
国
民
健
康
保
険
の
両
方
に
保

険
料
（
税
）
を
二
重
で
納
め
て
し

ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

国
保
の
保
険
証
を
使
っ
て
医
療
を

受
け
て
し
ま
っ
た
場
合
、
国
保
が

負
担
し
た
医
療
費
は
、
あ
と
で
返

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Q
　
市
内
に
引
っ
越
し
た
と
き
は
?

A
　
市
内
に
転
居
し
た
り
、
世
帯
が
分

か
れ
た
り
、
一
緒
に
な
っ
た
と
き

も
届
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
平
成
23
年
度
国
保
税
の
普
通
徴
収
納

税
通
知
書
は
、
7
月
中
旬
の
発
送
予
定

で
す
。

　
納
期
は
、
7
月
末
か
ら
翌
年
2
月
末

ま
で
の
毎
月
納
付
で
す
。
1
年
分
の
国

保
税
を
8
回
に
分
け
て
納
め
ま
す
。

　
特
別
徴
収
対
象
者
は
、
納
期
に
関
係

な
く
年
金
支
給
か
ら
の
天
引
き
と
な
り

ま
す
。

　
納
期
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
第
1
期
　
平
成
23
年
8
月
1
日

　
第
2
期
　
平
成
23
年
8
月
31
日

　
第
3
期
　
平
成
23
年
9
月
30
日

　
第
4
期
　
平
成
23
年
10
月
31
日

　
第
5
期
　
平
成
23
年
11
月
30
日

　
第
6
期
　
平
成
23
年
12
月
28
日

　
第
7
期
　
平
成
24
年
1
月
31
日

　
第
8
期
　
平
成
24
年
2
月
29
日

※
第
6
期
の
口
座
引
落
は
12
月
26
日

　
平
成
23
年
1
月
の
一
人
当
た
り
療
養

給
付
費
は
1
万
８
１
０
３
円
で
し
た
。

平
成
22
年
1
月
と
比
較
す
る
と
９
２
２

円
（
＋
５
・
４
％
）
の
増
額
と
な
り
ま

し
た
。

　
適
度
な
運
動
や
栄
養
、
休
養
を
バ
ラ

ン
ス
よ
く
と
り
、
一
人
ひ
と
り
が
健
康

づ
く
り
を
心
が
け
、
医
療
費
の
節
約
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
国
民
健
康
保
険
課
　
国
保
総
務
担
当

　
☎
０
５
５
（
２
６
２
）
４
１
１
１ ■問合せ先

　市民活動支援課　市民活動支援担当
　☎�055（262）4111

良い意見交換が
できたわね～

それぞれの
取り組みが
良くわかったね。

笛ちゃん 吹ちゃん

　2月20日、市民協働フォーラムが、スコレーセンターを会場に開催されました。今年は、「Let's� Begin!�

奏でよう未来に向けて」をメインテーマに、市内各種団体やNPOなどが日ごろの活動を踏まえてさまざま

な企画で参加しました。

　私たち男女共同参画推進委員会も実行委員会の一員として、積極的に参加しました。

　今回のフォーラムでは、推進委員会として多目的集会室で、“みんなで考えよう！働きやすい職場”と題

してパネルディスカッション＆会場トークを行いました。

　パネリストに、南アルプス市の企業（株）シラネパック　代表取締役　東條初恵さん、笛吹中央病院　看

護部長　雨宮栄子さん（笛吹市）、笛吹市立石和第四保育所　保育士　小沢哲さん、笛吹市男女共同参画推

進委員会　新田治江委員長を迎え、「働きやすい職場って？」、「どんな工夫をしたらみんなが気持ちよく働

けるんだろう？」などについてみんなで話し合い、考えました。

　新田委員長が冒頭、私たち推進委員会の活動につい

て紹介し、パネルディスカッションがスタートしました。

　東條さんは、ご自身の取り組みと成果についてユー

モアを交えた語り口で話してくれました。女性自身が

気概を持って継続して挑めば、必ず道は開けると力強

く語られました。

　雨宮さんは、病院内保育施設の運用と成果について、

パワーポイントを使ってわかりやすく語ってくれました。

院内保育の設置によって、いきいきと働く看護師さん

の姿を伝えてくれました。

　小沢さんは、現在、市内保育所に働く男性保育士です。

　市内の保育所には5人の男性保育士がいます。小沢さんからは、職業の選択にはまったく男女差はない

こと、保育士の仕事を通して見た子どもたちや保護者とのかかわりなどを熱く語ってくれました。

　会場には、約70人の皆さんが来てくれました。それぞれのパネリストの発言に80%の人が、楽しく実り

ある会だった、との感想を寄せてくれました。一例をご紹介します。

・東條さんや雨宮さんのお話を直接聞くことができました。具体的な成功例を知ることができ、感動しま

した。

・男性の保育士さんが、市内にいることを知りませんでした。話を聞くことができてよかったです。

・県内にすすんだ取り組みをしている人がいることを知ってよかったです。パネリストの皆さんはどなた

も、前向きに仕事をされていますね。

・参加者は決して多くはなかったけれど、じっくりとみんなで考えることができてよかったです。じっく

り、ゆっくり取り組んでいくことが大事です。あせらず前向きに!

・男女が共に働く社会とは、だれかが前面に出て働き続けることではなく、それぞれの人が自らの生活ス

タイルに合わせ、緩急をつけて協働していくことだと思います。互いの能力を認め合い、その能力を活

かす生き方ができれば、今よりもっと大きな力が発揮できると思います。

　たくさんの感想、意見をいただいたフォーラムでした。いただいた意見や反省を踏まえ、来年につなげ

ていきたいと思います。



講堂跡正面階段と石敷

　
第
51
回
の
笛
吹
市
探
訪
で
甲
斐
国
分

寺
跡
の
金
堂
跡
の
発
掘
調
査
成
果
を
報

告
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
21
・
22

年
度
も
発
掘
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
国
分
寺
は
、
聖
武
天
皇
が
天
平
13
年
（
７

４
１
）
に
国
の
安
泰
を
願
っ
て
全
国
に

建
立
し
た
寺
院
で
、
現
在
の
一
宮
町
国

分
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

　
平
成
21
年
度
の
発
掘
調
査
は
、
20
年

度
に
続
き
金
堂
跡
と
さ
ら
に
講
堂
跡
に

つ
い
て
行
い
ま
し
た
。

　
平
成
20
年
度
の
調
査
で
礎
石
が
3
つ

見
つ
か
っ
て
い
ま
し
た
。
礎
石
は
、
元

の
位
置
に
は
な
か
っ
た
の
で
、
柱
の
位

置
を
確
認
す
る
た
め
の
調
査
を
行
い
ま

し
た
が
、
他
の
礎
石
や
柱
の
位
置
を
示

す
掘
り
込
み
な
ど
は
見
つ
か
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、
20
年
度
に
考
え
て

い
た
東
端
よ
り
も
さ
ら
に
東
に
基
壇
（
土

を
盛
り
上
げ
て
突
き
固
め
て
造
っ
た
地
盤
）

を
発
見
し
、
20
年
度
に
考
え
て
い
た
金

堂
の
東
西
幅
が
大
き
く
な
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。
基
壇
の
東
側
は
戦
国
時

代
の
遺
構
に
壊
さ
れ
て
お
り
、
確
実
な

こ
と
は
い
え
ま
せ
ん
が
、
金
堂
の
東
西

幅
は
約
41
〜
42
m
は
あ
り
そ
う
で
す
。

ち
な
み
に
、
南
北
幅
は
22
・
６
m
あ
り

ま
す
。

　
ま
た
、
金
堂
正
面
の
階
段
の
東
端
を

確
認
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
西
端
を
確

認
す
る
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
平
成

20
年
度
の
調
査
で
は
階
段
の
幅
を
9
・

６
m
と
想
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回

の
調
査
で
、
階
段
の
西
端
を
検
出
し
、

10
・
8
m
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

ま
た
、
金
堂
跡
正
面
の
石
敷
は
南
北

3
m
幅
で
確
認
し
て
い
ま
し
た
が
、
今

回
の
調
査
で
幅
6
m
確
認
し
、
そ
れ
以

上
あ
り
そ
う
で
す
。

　
甲
斐
国
分
寺
は
回
廊
（
建
物
や
中
庭

な
ど
を
屈
折
し
て
取
り
囲
む
よ
う
に
造

ら
れ
た
廊
下
）
が
金
堂
に
取
り
付
い
て

い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
が
、
金

堂
側
面
の
ど
こ
に
つ
く
か
を
調
査
し
ま

し
た
。
結
果
、
金
堂
側
面
の
中
央
部
分

に
取
り
付
い
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
ま

し
た
。

　
講
堂
跡
の
調
査
で
は
、
講
堂
正
面
南

側
に
も
石
敷
を
発
見
し
、
金
堂
の
北
側

で
も
石
敷
を
確
認
し
て
い
る
の
で
、
金

堂
と
講
堂
の
間
に
は
石
が
敷
か
れ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
石
敷
は
金
堂
・

講
堂
の
周
囲
に
敷
か
れ
て
お
り
、
雨
だ

れ
で
土
地
が
く
ぼ
む
の
を
防
ぐ
機
能
と

同
時
に
見
た
目
を
荘
厳
に
す
る
た
め
に

敷
か
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ

れ
が
、
他
の
国
分
寺
跡
で
は
見
ら
れ
な

い
甲
斐
国
分
寺
跡
の
最
大
の
特
徴
で
す
。

　
さ
ら
に
、
講
堂
南
側
の
基
壇
化
粧
（
き

だ
ん
げ
し
ょ
う
、
基
壇
の
側
面
の
積
土

の
被
い
）
の
石
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、

講
堂
の
基
壇
の
大
き
さ
が
判
明
し
ま
し
た
。

東
西
32
・
4
m
、
南
北
19
・
6
m
あ
り

ま
す
。

　
平
成
22
年
度
の
調
査
で
は
、
講
堂
跡

と
回
廊
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
講
堂
跡
で
は
、
正
面
の
石
で
造
ら
れ

た
階
段
が
2
つ
見
つ
か
り
ま
し
た
。
古

代
の
寺
院
跡
で
石
階
段
の
出
土
は
大
変

貴
重
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。
現
在
で
も

講
堂
跡
に
は
礎
石
が
数
多
く
残
っ
て
い

ま
す
。
講
堂
の
東
西
の
柱
間
は
７
つ
あ

り
ま
す
が
、
階
段
の
1
つ
は
、
中
央
の

柱
間
に
合
う
幅
で
発
見
し
ま
し
た
。
三

段
発
見
し
、
も
う
数
段
あ
り
そ
う
で
、

幅
は
3
・
9
m
あ
り
ま
す
。

　
も
う
1
つ
は
、
柱
間
の
東
か
ら
2
つ

目
の
と
こ
ろ
で
階
段
を
検
出
し
ま
し
た
。

こ
れ
も
柱
の
間
に
合
う
幅
で
、
３
・
５

m
あ
り
、
三
段
あ
り
、
こ
れ
も
も
う
数

段
あ
る
よ
う
で
す
。

　
当
時
の
寺
院
の
建
物
は
左
右
対
称
で

造
ら
れ
て
い
た
の
で
、
西
側
に
も
階
段

が
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
で
き
ま
す
。
つ

ま
り
、
講
堂
正
面
に
は
階
段
が
3
つ
あ

っ
た
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
、

荘
厳
に
見
せ
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
ま

し
ょ
う
。

　
金
堂
の
西
側
の
回
廊
跡
を
調
査
し
ま

し
た
。
金
堂
か
ら
延
び
る
東
西
の
回
廊

が
ど
こ
で
折
れ
曲
が
り
南
へ
延
び
る
の

か
を
調
査
し
、
そ
の
場
所
が
わ
か
り
ま

し
た
。
ち
な
み
に
回
廊
の
幅
は
約
7
m

あ
り
ま
す
。

　
今
回
の
調
査
で
も
新
た
な
発
見
が
多

く
あ
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
わ
か
ら
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
今
後
は
、
講
堂
北

側
の
階
段
の
確
認
や
回
廊
の
柱
の
位
置

や
中
門
な
ど
の
調
査
を
行
い
ま
す
。

し
ょ
う
む

こ
う
ど
う
あ
と

そ
せ
き

て
ん
ぴ
ょ
う

き
だ
ん

い
し
じ
き

か
い
ろ
う

こ
ん
ど
う
あ
と

ほ
こ

さ
わ

ジャズで癒しのひと時を…

吹奏楽で元気になろう

　　
笛
吹
市
芦
川
町
す
ず
ら
ん
の
里
祭
り

実
行
委
員
会
で
は
『
す
ず
ら
ん
の
里
祭

り
』
を
開
催
し
ま
す
。

　
見
頃
の
5
月
下
旬
か
ら
6
月
上
旬
に

は
2
・
6

ha
の
群
生
地
に
約
2
6
0
万

本
の
す
ず
ら
ん
が
咲
き
誇
り
、
爽
や
か

な
香
り
と
と
も
に
皆
さ
ん
を
お
迎
え
し

ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
「
日
本
の
原
風

景
　
兜
造
り
の
古
民
家
と
石
垣
の
里
」

芦
川
町
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　

5
月
27
日
（
金
）
〜
29
日
（
日
）
3
日
間

▼
場
所
　
す
ず
ら
ん
群
生
地

（
芦
川
町
上
芦
川
地
内
）

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

笛
吹
市
芦
川
町
す
ず
ら
ん
の
里
祭
り

実
行
委
員
会
　
事
務
局
（
芦
川
支
所
内
）

☎
0
5
5
（
2
9
8
）
2
1
1
1

〜
フ
ィ
ー
リ
ン
グ
・
ジ
ャ
ズ
・
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
・
コ
ン
サ
ー
ト
〜

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
ぜ
ひ
と
も
コ
ン
サ
ー
ト
に
足
を

運
ん
で
頂
き
、
ほ
ん
の
ひ
と
と
き
で
も
、

お
心
を
癒
し
て
頂
け
れ
ば
、
幸
い
で
す
。

▼
日
時
　
5
月
28
日
（
土
）

開
場
　
午
後
1
時
30
分

開
演
　
午
後
2
時

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
出
演
者
　
フ
ィ
ー
リ
ン
グ
・
ジ
ャ
ズ
・

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

▼
曲
目

○
北
国
の
春

○
明
日
が
あ
る
さ

○
シ
ン
グ
・
シ
ン
グ
・
シ
ン
グ
　
他

▼
入
場
料
　
無
料

※
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
て
い

る
入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。

〜
ソ
ノ
リ
テ
甲
府
吹
奏
楽
団
演
奏

会
in
笛
吹
市
〜

　
ご
来
場
の
皆
さ
ま
に
少
し
で
も
安
ら

ぎ
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
ま
た

少
し
で
も
明
る
い
気
持
ち
に
な
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
一
生
懸
命
演
奏
し
ま
す
。

▼
日
時
　
6
月
11
日
（
土
）

開
場
　
午
後
2
時
15
分

開
演
　
午
後
3
時

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
出
演
者
　
ソ
ノ
リ
テ
甲
府
吹
奏
楽
団

▼
曲
目

○
ス
パ
ー
ク
「
東
日
本
大
震
災
救
済
支

援
曲
…
日
は
ま
た
昇
る
」

○
テ
ィ
ケ
リ
「
ア
メ
ー
ジ
ン
グ
・
グ
レ

ー
ス
」

○
音
楽
物
語
「
百
万
回
生
き
た
猫
」
他

▼
入
場
料
　
無
料

※
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
て
い

る
入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。

　
会
場
に
募
金
箱
を
置
か
せ
て
頂
き
、

集
ま
っ
た
義
援
金
は
、
被
災
者
の
為
に

全
額
寄
付
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

■
問
合
せ
先
　
（
財
）
ふ
え
ふ
き
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

�
☎
0
5
5
（
2
6
3
）
7
9
5
9



　
5
月
の
連
休
に
ち
な
ん
で
、
毎
年
恒

例
の
家
族
向
け
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

す
。
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
の
ご
来
館
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時

　
5
月
3
日
（
火
・
祝
）
〜
5
日
（
木
・
祝
）
�

▼
場
所
　
県
立
博
物
館
�

▼
内
容
　
弓
矢
体
験
、
十
二
単
や
鎧
の
試

着
体
験
、
紙
か
ぶ
と
作
り
工
作
、
草

も
ち
作
り
体
験
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
。

※
日
に
よ
っ
て
実
施
す
る
イ
ベ
ン
ト
内

容
や
実
施
時
間
が
異
な
り
ま
す
。

▼
申
込
方
法

　
事
前
申
込
み
不
要
。
た
だ
し
、
常

設
展
観
覧
券
は
必
要
。

■
問
合
せ
先
　
山
梨
県
立
博
物
館

☎
0
5
5
（
2
6
1
）
2
6
3
1

森
の
写
生
教
室

　
講
師
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
季
節

の
花
や
果
物
な
ど
を
写
生
し
ま
す
。

▼
日
時

　
5
月
1
日
（
日
）
〜
5
日
（
木
）

受
付
　
当
日
随
時

開
催
　
午
後
1
時
〜
5
時

※
混
雑
時
は
お
待
ち
い
た
だ
く
場
合
も

あ
り
ま
す
。

▼
場
所

　
金
川
の
森
管
理
事
務
所
ホ
ー
ル

▼
講
師
　
高
田
恭
子
氏

▼
参
加
費
　
1
0
0
円
（
材
料
費
）

　サ
イ
ク
ル
カ
ー
ト
で
交
通
ル
ー
ル

と
マ
ナ
ー
を
学
ぶ

　
サ
イ
ク
ル
カ
ー
ト
に
乗
っ
て
、
交
通

ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
学
び
な
が
ら
楽
し

く
遊
び
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時
　
5
月
5
日
（
木
）

※
小
雨
決
行

受
付
　
当
日
随
時

開
催
　
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

※
台
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
混

雑
時
は
乗
車
で
き
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。

▼
場
所
　
金
川
の
森
「
乗
物
広
場
」

▼
参
加
費
　
無
料

金
川
の
森
ウ
ォ
ー
ク

　
森
林
浴
を
楽
し
み
な
が
ら
、
心
も
身

体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時

　
6
月
11
日
（
土
）

受
付
　
午
前
9
時
か
ら

開
催
　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

※
雨
天
の
場
合
は
12
日
（
日
）
に
延
期

▼
集
合
場
所

　
金
川
の
森
管
理
事
務
所

▼
講
師

　
（
財
）
山
梨
県
体
育
協
会
ス
ポ
ー
ツ
ト

レ
ー
ナ
ー

▼
定
員
　
15
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
申
込
受
付

　
5
月
11
日
（
水
）
か
ら

※
た
だ
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す
。

▼
共
催
　
笛
吹
市

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
座

　
　
　
「
こ
け
玉
づ
く
り
」

　
季
節
の
植
物
を
使
っ
て
、
こ
け
玉
づ

く
り
を
楽
し
み
ま
す
。

▼
日
時
　
6
月
18
日
（
土
）

受
付
　
午
前
9
時
か
ら

開
催
　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

▼
場
所
　

�
金
川
の
森
管
理
事
務
所
ホ
ー
ル

▼
講
師

　
福
嶋
孝
一
氏

�
（
エ
ス
プ
リ
ガ
ー
デ
ン
代
表
）

▼
定
員
　
15
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費

　
1
0
0
0
円
（
材
料
費
）

▼
申
込
受
付

　
5
月
18
日
（
水
）
か
ら

※
た
だ
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す
。

▼
共
催
　
笛
吹
市

竹
と
ん
ぼ
を
つ
く
ろ
う

　
竹
と
ん
ぼ
を
作
り
、
遠
く
へ
飛
ば
し

て
遊
び
ま
す
。

▼
日
時

　
6
月
26
日
（
日
）

受
付
　
午
前
9
時
30
分
か
ら

開
催
　
午
前
10
時
〜
正
午

▼
場
所
　

　
金
川
の
森
管
理
事
務
所
ホ
ー
ル

▼
講
師

　
福
嶋
孝
一
氏

　
（
エ
ス
プ
リ
ガ
ー
デ
ン
代
表
）

▼
定
員
　
20
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
申
込
受
付

　
5
月
26
日
（
木
）
か
ら

※
た
だ
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
森
林
公
園
金
川
の
森
管
理
事
務
所

　
☎
0
5
5
3
（
4
7
）
2
8
0
5

　　
市
で
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
バ
ナ

ー
広
告
に
掲
載
し
て
い
た
だ
け
る
企
業

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
掲
載
期
間

掲
載
開
始
月
か
ら
平
成
24
年
3
月
31

日
（
土
）
ま
で
の
連
続
し
た
期
間

▼
掲
載
ペ
ー
ジ
・
掲
載
料

○
行
政
・
暮
ら
し
・
事
業
者
ペ
ー
ジ

　
1
月
あ
た
り
　
7
0
0
0
円

○
観
光
ペ
ー
ジ

　
1
月
あ
た
り
　
1
万
円

▼
提
出
書
類

○
有
料
広
告
掲
載
申
込
書

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
す
る
か
、
経
営
企
画
課
広
聴
広
報

担
当
窓
口
で
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
）

○
添
付
書
類

（
事
業
内
容
が
分
か
る
書
類
、
リ
ン
ク

先
の
ペ
ー
ジ
の
コ
ピ
ー
、
バ
ナ
ー
の

原
案
）

▼
受
付
期
間

掲
載
を
希
望
す
る
月
の
前
月
10
日
ま

で
（
土
・
日
、
祝
日
除
く
）

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
経
営
企
画
課
　
広
聴
広
報
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
市
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
市

長
や
市
幹
部
職
員
と
意
見
交
換
す
る
「
市

民
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
の
参
加
団
体
・
グ

ル
ー
プ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象

　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
各
種
団

体
や
グ
ル
ー
プ
で
、
参
加
者
は
お
お

む
ね
50
人
以
内

▼
内
容

○
テ
ー
マ

　
テ
ー
マ
は
各
団
体
・
グ
ル
ー
プ
が

設
定
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
関
連
す

る
テ
ー
マ
ま
た
は
広
く
ま
ち
づ
く
り

に
関
係
す
る
テ
ー
マ
に
限
り
ま
す
。

○
開
催
日
時

　
団
体
・
グ
ル
ー
プ
の
希
望
を
ふ
ま

え
、
開
催
日
を
決
定
し
ま
す
。
開
催

時
間
は
、
午
前
9
時
か
ら
午
後
10
時

ま
で
の
間
の
2
時
間
以
内
で
す
。

○
開
催
場
所
　
市
内
公
共
施
設

▼
申
込
方
法

　
申
込
書
に
記
入
し
、
開
催
希
望
日

の
1
カ
月
前
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
申
込
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
す
る
か
経
営

企
画
課
広
聴
広
報

担
当
窓
口
で
お
受

け
取
り
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
経
営
企
画
課
　
広
聴
広
報
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
社
会
教
育
委
員
会
（
兼
公
民
館
運
営

審
議
委
員
会
）
は
、
市
の
社
会
教
育
や

公
民
館
活
動
に
関
し
て
調
査
し
た
り
、

提
言
す
る
機
関
で
す
。

▼
応
募
期
間
　
5
月
16
日（
月
）〜
27
日（
金
）

▼
募
集
人
員
　
2
人

▼
応
募
資
格
　
20
歳
以
上
で
、
社
会
教
育
、

家
庭
教
育
及
び
公
民
館
活
動
の
経
験

や
知
識
を
持
ち
、
本
市
の
社
会
教
育

の
振
興
に
意
欲
の
あ
る
市
民

▼
任
期

　
平
成
23
年
7
月
〜
平
成
25
年
3
月

▼
応
募
方
法
　
応
募
用
紙
（
様
式
自
由
）

に
、
「
住
所
」「
「
氏
名
」「
生
年
月
日
」

「
電
話
番
号
」「
職
業
」「
小
論
文
（
４
０

０
字
程
度
）
、
テ
ー
マ
…
あ
な
た
が
考

え
る
笛
吹
市
の
社
会
教
育
」
を
記
入

し
て
、
持
参
、
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
電

話
で
の
申
し
込
み
は
ご
遠
慮
願
い
ま
す
。

▼
応
募
先
　
〒
4
0
6
―

0
0
3
1

笛
吹
市
石
和
町
市
部
8
0
9
―

1

笛
吹
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
（
本

庁
南
館
3
階
）

℻
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
4
0

▼
選
考
方
法

　
　
選
考
委
員
会
で
選
考
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先

生
涯
学
習
課
　
生
涯
学
習
担
当

☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
3
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現
在
行
わ
れ
て
い
る
多
機
能
ア
リ
ー

ナ
の
基
本
設
計
業
務
に
皆
さ
ん
の
要
望

や
意
見
を
反
映
す
る
た
め
、
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
随
時
、
参
加
さ
れ
る

方
を
募
集
し
ま
す
の
で
18
歳
以
上
の
笛

吹
市
民
で
、
施
設
の
建
設
・
運
営
に
関

心
が
あ
り
、
建
設
的
な
意
見
を
お
持
ち

の
方
な
ら
ど
な
た
で
も
け
っ
こ
う
で
す
。

ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
「
多
機
能
ア
リ
ー
ナ
」
へ
の
皆
さ
ん
の

ご
意
見
、
ご
要
望
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
応
募
・
問
合
せ
先

経
営
企
画
課
　
多
機
能
ア
リ
ー
ナ
建

設
班
　
F
A
P
（
フ
ァ
ッ
プ
）

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
2
0
2
8

　
笛
吹
音
楽
祭
で
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
一

緒
に
歌
う
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

　
経
験
の
な
い
方
で
も
気
軽
に
参
加
し

て
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
み
ん
な
で
音

楽
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時
　
10
月
10
日
（
月
・
祝
）

�
午
後
2
時
　
開
演

▼
合
唱
指
導
者

川
口
聖
加
（
ソ

プ
ラ
ノ
歌
手
、

甲
府
コ
ン
チ
ェ

ン
ト
ゥ
ス
ア
ヴ

ィ
ウ
ム
・
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
ア
シ

ス
タ
ン
ト
、
日

本
ド
イ
ツ
リ
ー

ト
協
会
会
員
）

▼
応
募
条
件

　
練
習
及
び
本

番
に
参
加
で
き

る
方
な
ら
、
経
験
・
年
齢
・
居
住
地

な
ど
一
切
問
い
ま
せ
ん
。

▼
練
習
日
　
6
月
14
日
・
28
日
、
7
月
12
日
・

26
日
、
8
月
9
日
・
23
日
、
9
月
6
日
・

27
日
、
10
月
4
日
（
い
ず
れ
も
火
曜
日
）

午
後
7
時
〜
9
時
15
分

※
10
月
8
日
〜
10
日
の
音
楽
祭
期
間
中
、

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
合
同
練
習
が
あ
り

ま
す
。

▼
練
習
会
場
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
演
奏
曲
　
ア
ヴ
ェ
ヴ
ェ
ル
ム
・
コ
ル

プ
ス
（
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
）
　
他

▼
参
加
費
　
6
0
0
0
円

※
合
唱
参
加
初
日
に
い
た
だ
き
ま
す
。

※
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
メ
ン
バ
ー
の
募
集
も

同
時
に
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

�
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

�
☎
0
5
5
（
2
6
3
）
7
9
5
9

�
「
鄙
の
会
」
主
催
の
「
つ
る
し
雛
学
習

会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
学
習
会
の
日
程
と
制
作
す
る
作
品
等

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
開
催
日
・
作
品
名
・
時
間

○
5
月
12
日
（
木
）
・
う
さ
ぎ

○
9
月
14
日
（
水
）
・
ご
ふ
く
ろ
う
　
五
個

○
10
月
13
日
（
木
）
・
七
宝
ま
り

○
11
月
9
日
（
水
）
・
は
い
は
い
人
形

※
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

▼
場
所
　
八
田
家
書
院

※
会
費
等
に
つ
き

ま
し
て
は
、
お

申
し
込
み
い
た

だ
い
た
方
に
、

後
日
ご
連
絡
し

ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

八
田
家
書
院
管
理
室

☎
0
5
5
（
2
6
1
）
6
1
1
1

（
休
館
日
…
火
曜
日
）

　
襖
、
障
子
の
張

替
え
、
ガ
ラ
ス
や

網
戸
サ
ッ
シ
の
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
、
水

廻
り
の
清
掃
等
の

基
本
と
効
率
的
な

作
業
の
方
法
を
講
義
と
実
技
で
習
得
し

ま
す
。

▼
対
象
　
就
職
・
就
業
を
希
望
す
る
55

歳
以
上
の
高
齢
者

※
公
共
職
業
安
定
所
に
事
前
の
求
職
登

録
が
必
要
で
す
。

▼
日
時
　
5
月
31
日（
火
）〜
6
月
10
日（
金
）

　
（
土
･
日
･
月
を
除
く
8
日
間
）
　
　

　
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

▼
場
所
　

　
御
坂
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

▼
定
員
　
20
名

※
定
員
が
上
回
る
場
合
に
は
書
類
選
考

等
に
よ
り
決
定
し
、
合
否
通
知
は
郵

送
に
て
連
絡
し
ま
す
。

▼
受
講
料
　
無
料

▼
申
込
締
切
　
5
月
20
日
（
金
）

■
申
込
・
問
合
せ
先

・
（
社
）
山
梨
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会

　
☎
0
5
5
（
2
2
8
）
8
3
8
3

・
（
社
）
笛
吹
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
5
5
3
（
3
9
）
8
3
0
0

庭
師
の
技

　
庭
師
の
伝
統
的
な
技
法
に
つ
い
て
実

習
を
通
し
て
学
び
ま
す
。

▼
日
時

　
平
成
23
年
5
月
15
日
（
日
）
〜
平
成
24

年
3
月
4
日
（
日
）

　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

▼
定
員
　
15
名

▼
受
講
料
　
3
万
円

▼
申
込
締
切
　
5
月
9
日
（
月
）

ビ
ジ
ネ
ス
中
国
語（
中
級
）

　
ビ
ジ
ネ
ス
に
必
要
な
中
国
語
（
中
級
編
）

を
習
得
し
ま
す
。

▼
日
時

　
平
成
23
年
5
月
25
日
（
水
）
〜
平
成
24

年
3
月
7
日
（
水
）

※
月
に
1
回
、
火
曜
日
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　
午
後
6
時
〜
9
時

▼
定
員
　
20
名

▼
受
講
料

　
会
　
員
　
2
万
7
0
0
0
円

　
会
員
外
　
3
万
1
5
0
0
円

▼
申
込
締
切
　
5
月
16
日
（
月
）

松
の
ミ
ド
リ
摘
み
教
室

　
松
の
緑
つ
み
の
基
本
を
学
び
ま
す
。

▼
日
時
　
5
月
25
日
（
水
）

※
雨
天
の
場
合
６
月
１
日
（
水
）

　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

▼
定
員

　
40
名
（
最
小
実
施
人
員
10
名
）

▼
受
講
料
　
2
1
0
0
円

▼
申
込
締
切
　
5
月
17
日
（
火
）

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
山
梨
県
職
業
能
力
開
発
協
会

　
総
務
企
業
課
　
担
当
丹
澤

　
☎
0
5
5
（
2
4
3
）
4
9
1
6

ブ
ロ
グ
入
門

▼
日
時

6
月
30
日
（
木
）・
7
月
1
日
（
金
）
、
4

日
（
月
）
、
5
日
（
火
）

　
午
後
6
時
〜
9
時

▼
定
員
　
20
名
（
先
着
順
）

▼
受
講
料

　
2
1
0
0
円
（
テ
キ
ス
ト
代
別
）

▼
受
付
期
限
　
6
月
23
日
（
木
）
ま
で

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成

▼
日
時

7
月
7
日
（
木
）
、
8
日
（
金
）
、
11
日
（
月
）
、

12
日
（
火
）
、
14
日
（
木
）
、
15
日
（
金
）

　
午
後
6
時
〜
9
時

▼
定
員
　
20
名
（
先
着
順
）

▼
受
講
料

　
2
1
0
0
円
（
テ
キ
ス
ト
代
別
）

▼
受
付
期
間
　
5
月
6
日
（
金
）
〜
6
月

30
日
（
木
）

電
子
回
路
C
A
D
入
門
（
T
I
N
A

編
）

▼
日
時
　
7
月
28
日
（
木
）
、
29
日
（
金
）

　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

▼
定
員
　
10
名
（
先
着
順
）

▼
受
講
料
　
3
3
0
0
円

▼
受
付
期
間
　
5
月
27
日
（
金
）
〜
7
月

21
日
（
木
）

マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
加
工
技
術

▼
日
時
　
7
月
28
日
（
木
）
、
29
日
（
金
）

▼
定
員
　
10
名
（
先
着
順
）

▼
受
講
料
　
3
3
0
0
円

▼
受
付
期
間

　
5
月
27
日
（
金
）
〜
7
月
21
日
（
木
）

▼
場
所
　
と
も
に
県
立
産
業
技
術
短
期

大
学
校

※
講
座
内
容
、
日
程
等
、
都
合
に
よ
り

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

　
☎
0
5
5
3
（
3
2
）
5
2
0
2

【日本赤十字社笛吹市地区】

　5月は赤十字運動月間です。

　赤十字は皆様から寄せられた活動

資金（社費）により世界で人命尊重の

活動を行っています。

　皆様のご協力をお願いします。



　
介
護
保
険
の
負
担
限
度
額
認
定
証
を

受
け
取
る
に
は
、
申
請
が
必
要
で
す
。

負
担
限
度
額
認
定
証
と
は
…

　
施
設
サ
ー
ビ
ス
（
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
を
含
む
）
利
用
時
に
、
施
設

の
窓
口
で
提
示
す
る
と
、
窓
口
で

の
食
費
と
居
住
費
（
滞
在
費
）
の

支
払
い
が
負
担
限
度
額
ま
で
に
な

る
認
定
証
の
こ
と
で
す
。

※
た
だ
し
、
通
所
系
サ
ー
ビ
ス
（
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
な
ど
）
の
食
費
は
対
象
外

で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
対
象

　
利
用
者
負
担
段
階
が
、
第
1
段
階

〜
第
3
段
階
に
該
当
す
る
方
で
す
。

○
第
1
段
階

・
住
民
税
が
世
帯
非
課
税
で
、
老
齢
福

祉
年
金
を
受
け
て
い
る
方

・
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方

○
第
2
段
階

・
住
民
税
が
世
帯
非
課
税
で
、
合
計
所

得
金
額
と
課
税
年
金
収
入
額
の
合
計

が
年
間
80
万
円
以
下
の
方

○
第
3
段
階

・
住
民
税
が
世
帯
非
課
税
で
、
利
用
者

負
担
第
2
段
階
に
該
当
し
な
い
方
�

▼
負
担
限
度
額

　
居
住
費
と
食
費
に
は
、
利
用
者
負

担
段
階
に
応
じ
た
負
担
限
度
額
が
設

け
ら
れ
ま
す
。
下
の
表
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

▼
申
請
方
法

　
被
保
険
者
証
と
印
鑑
を
持
参
の
う

え
、
介
護
保
険
課
（
石
和
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
内
）
ま
た
は
各
支
所
で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
有
効
期
限

　
毎
年
7
月
1
日
が
認
定
証
の
年
度

更
新
日
で
す
。

　
す
で
に
認
定
証
を
お
持
ち
の
方
へ

の
更
新
の
お
知
ら
せ
は
、
5
月
下
旬

以
降
に
通
知
す
る
予
定
で
す
。

　
認
定
証
の
有
効
期
限
は
、
申
請
月

の
初
日
か
ら
次
の
6
月
30
日
ま
で
で

す
。

▼
電
子
申
請
も
で
き
ま
す

　
負
担
限
度
額
認
定
申
請
は
、
「
や
ま

な
し
く
ら
し
ね
っ
と
」
（
や
ま
な
し
申

請
・
予
約
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
）
か
ら
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
電
子

申
請
も
可
能
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
合
せ
先

介
護
保
険
課
　
介
護
総
務
担
当

☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
3

　
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
講
座
（
2
級
課
程
）

を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
　
県
内
在
住
の
母
子
家
庭
の
母
、

寡
婦
の
方

▼
日
時
　
6
月
〜
10
月

　
（
原
則
と
し
て
毎
週
土
曜
日
）

▼
場
所

○
講
義
・
実
技

　
山
梨
県
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
3
階

会
議
室
（
甲
府
市
朝
日
4
―

5
―

21
）

○
実
習
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど

の
施
設

▼
定
員
　
20
名

※
た
だ
し
、
定
員
を
上
回
る
場
合
は
抽

選
と
な
り
ま
す
。

▼
受
講
料
　
7
0
0
0
円

▼
託
児
　
希
望
さ
れ
る
方
は
申
込
書
に

ご
記
入
く
だ
さ
い
（
就
学
前
児
童
）
。

▼
申
込
方
法

　
　
5
月
6
日
（
金
）
ま
で
に
お
問
い
合

わ
せ
の
上
、
左
記
に
郵
送
ま
た
は
フ

ァ
ッ
ク
ス
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

受
講
者
が
決
定
次
第
、
5
月
中
旬
に

通
知
し
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

山
梨
県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
セ

ン
タ
ー
（
（
財
）
山
梨
県
母
子
寡
婦
福

祉
連
合
会
）

〒
4
0
0
―

0
0
2
5

甲
府
市
朝
日
4
―

5
―

21

山
梨
県
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
0
5
5
（
2
5
2
）
7
0
1
4

　
℻
0
5
5
（
2
5
3
）
7
0
4
6

３００円

３９０円

６５０円

第１段階

第２段階

第３段階

利用者
負担段階

１日当たりの居住費

ユニット型
個室

８２０円

８２０円

１,６４０円

ユニット型
準個室

４９０円

４９０円

１,３１０円

負担限度額

従来型個室
（特養）

３２０円

４２０円

８２０円

従来型個室
(老健・療養)

４９０円

４９０円

１,３１０円

多床室
(相部屋)

０円

３２０円

３２０円

１日当たり
の食費

任　意

予防接種名

ＢＣＧ

三種混合１期初回・
追加（ジフテリア・
百日咳・破傷風）

麻しん風しん混合
１期

二種混合２期
（ジフテリア・破傷風）

日本脳炎１期　

日本脳炎２期

ヒブ

小児用肺炎球菌

通知発送対象児

平成２３年２月
生まれ

平成２２年５月
生まれ

平成１２年５月
生まれ

平成２０年５月
生まれ

現在接種のおすす
めを控えています

平成２３年３月
生まれ

ポリオ

１回目

２回目

平成22年７月22日～
平成22年10月12日生まれ

平成22年1月23日～
平成22年4月27日生まれ

＊
対
象
者
に
は
、
後
日
予
診
票
・
契
約

医
療
機
関
等
の
詳
し
い
お
知
ら
せ
を

し
ま
す
。
接
種
時
期
等
の
内
容
を
よ

く
確
認
し
契
約
医
療
機
関
に
て
予
防

接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

＊
他
市
町
村
よ
り
転
入
さ
れ
た
方
、
予

診
票
の
な
い
方
、
合
併
前
の
予
診
票

を
お
持
ち
の
方
は
、
健
康
づ
く
り
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

＊
3
月
4
日
（
金
）
か
ら
接
種
を
見
合
わ

せ
て
い
ま
し
た
「
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
」
「
小

児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
」
に
つ
き

ま
し
て
は
、
4
月
1
日
（
金
）
よ
り
接

種
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
今
後
の
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ

き
ま
し
て
は
、
か
か
り
つ
け
医
と
相

談
の
う
え
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

　
前
回
接
種
で
き
な
か
っ
た
方
は
、
配

布
し
た
「
こ
ど
も
の
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
」

を
確
認
の
う
え
、
健
康
づ
く
り
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

健
康
づ
く
り
課
　
母
子
保
健
担
当
　

☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
1

　
子
ど
も
手
当
は
、
平
成
23
年
4
月
〜

9
月
ま
で
の
6
カ
月
間
、
こ
れ
ま
で
と

同
じ
月
額
1
万
3
0
0
0
円
で
引
き
続

き
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

▼
対
象

　
0
歳
か
ら
中
学
校
卒
業
ま
で

（
0
歳
か
ら
15
歳
に
な
っ
た
後
の
最
初

の
3
月
31
日
ま
で
）

▼
支
給
金
額

　
月
額
　
1
万
3
0
0
0
円

　
（
子
ど
も
1
人
に
つ
き
）

▼
支
給
月

　
平
成
23
年
6
月

　
（
平
成
23
年
2
月
分
〜
5
月
分
）

　
平
成
23
年
10
月

　
（
平
成
23
年
6
月
分
〜
9
月
分
）

▼
注
意
事
項

○
次
の
方
は
、
申
請
手
続
き
が
必
要
で
す
。

・
出
生
な
ど
に
よ
り
、
新
た
に
養
育
す

る
子
ど
も
が
で
き
た
方

・
既
に
受
給
し
て
い
て
、
出
生
な
ど
に

よ
り
養
育
す
る
子
ど
も
が
増
え
た
方

・
既
に
受
給
し
て
い
て
、
他
の
市
町
村

か
ら
引
越
し
を
さ
れ
た
方

○
次
の
方
は
、
手
続
き
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

・
既
に
受
給
し
て
い
て
、
支
給
対
象
と

な
る
子
ど
も
の
数
に
変
更
が
な
い
方

○
平
成
23
年
6
月
の
現
況
届
の
提
出
は

不
要
で
す
。

　
た
だ
し
、
10
月
に
届
出
・
申
請
な
ど

が
必
要
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先

児
童
課
　
児
童
家
庭
担
当

☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
4

　
4
月
よ
り
、
父
子
家
庭
の
福
祉
増
進

を
図
る
た
め
に
父
子
家
庭
相
談
員
を
配

置
い
た
し
ま
し
た
。
父
子
家
庭
に
お
け

る
家
庭
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
助
言
及

び
指
導
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
同
様
、
児
童
家
庭
相
談
・

母
子
相
談
及
び
母
子
自
立
支
援
等
の
相

談
業
務
も
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
相
談
は
、
祝

日
を
除
く
月
曜

日
か
ら
金
曜
日

ま
で
の
午
前
9

時
か
ら
午
後
5

時
ま
で
で
す
。

■
問
合
せ
先

　
児
童
課
　
児
童
家
庭
担
当

☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
4



6月27日

8月25日

10月25日

12月26日

窓口納付期限日 口座振替日

第1期

第2期

第3期

第4期

6月30日

8月31日

10月31日

12月28日

第1期

第2期

第3期

第4期

　
対
象
者
の
方
々
に
お
知
ら
せ
し
て
き

ま
し
た
「
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
」

が
6
月
に
賦
課
と
な
り
ま
す
の
で
、
お

支
払
い
の
ご
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
4
月
末
に
「
決
定
通
知
書
」
を
送
付
。

（
受
益
地
・
負
担
金
額
・
支
払
方
法
の
ご

確
認
を
お
願
い
し
ま
す
）

　
6
月
1
日
に
各
世
帯
に
次
の
い
ず
れ

か
を
送
付
し
ま
す
。

▼
納
付
書

・
納
付
書
で
の
支
払
を
希
望
さ
れ
た
方
。

・
金
融
機
関
の
窓
口
に
て
口
座
振
替
の

手
続
き
を
さ
れ
て
い
な
い
方
。

▼
口
座
振
替
納
入
通
知
書

・
金
融
機
関
に
て
口
座
振
替
の
承
認
が

さ
れ
、
な
お
か
つ
市
役
所
に
お
い
て

確
認
が
取
れ
た
方
。

　
受
益
者
負
担
金
の
お
支
払
い

○
支
払
期
間
等
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
!!!

　
報
奨
金
が
付
く
5
年
一
括
・
単
年

一
括
を
希
望
さ
れ
た
方
々
の
納
付
期

間
は
『
平
成
23
年
6
月
1
日
（
水
）
〜

14
日
（
火
）
』
と
な
り
ま
す
。

　
口
座
振
替
を
希
望
さ
れ
た
方
は
、

6
月
14
日
（
火
）
に
指
定
口
座
よ
り
引

落
（
振
替
）
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
納
付
期
間
内
に
お
支
払
い

を
さ
れ
な
か
っ
た
（
口
座
振
替
が
出

来
な
か
っ
た
）
方
は
、
自
動
的
に
支

払
方
法
が
報
奨
金
な
し
の
分
割
納
付

に
切
り
替
わ
り
ま
す
。

　
分
割
支
払
を
希
望
さ
れ
た
方
々
の

納
付
期
限
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※
不
明
な
点
が
あ
る
場
合
に
は
、
下
水

道
課
（
市
役
所
　
南
館
内
）
ま
た
は

各
支
所
ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先

下
水
道
課
　
管
理
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
4
7

　
農
林
水
産
省
は
、
平
成
23
年
度
か
ら

環
境
へ
の
負
荷
を
抑
え
る
効
果
の
高
い

営
農
活
動
に
取
り
組
む
農
業
者
に
対
し

て
直
接
支
援
を
実
施
し
ま
す
。

▼
対
象
者

次
の
①
及
び
②
の
要
件
を
満
た
す
、

販
売
を
目
的
と
し
て
生
産
を
行
な
う

農
業
者
、
集
落
営
農
（
農
業
者
グ
ル

ー
プ
）

①
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
認
定
を
受
け
て
い

る
こ
と

②
農
業
環
境
規
範
に
基
づ
く
点
検
を
行

な
っ
て
い
る
こ
と

▼
支
援
の
対
象
と
な
る
取
り
組
み

　
化
学
肥
料
・
農
薬
を
5
割
以
上
低

減
す
る
取
り
組
み
と
セ
ッ
ト
で
地
球

温
暖
化
防
止
や
生
物
多
様
性
保
全
に

効
果
の
高
い
営
農
活
動
、
ま
た
は
有

機
農
業
を
行
う
次
の
取
り
組
み
で
す
。

○
化
学
肥
料
・
化
学
合
成
農
薬
の
5
割

低
減
と
次
の
①
〜
③
の
い
ず
れ
か
の

取
組
を
行
う
。

①
カ
バ
ー
ク
ロ
ッ
プ
の
作
付
け

　
（
緑
肥
等
の
作
付
け
）

②
リ
ビ
ン
グ
マ
ル
チ
、
ま
た
は
草
生
栽

培
（
麦
類
・
牧
草
等
の
作
付
け
）

③
冬
期
湛
水
管
理

○
有
機
農
業
の
取
組

　
（
化
学
肥
料
・
農
薬
を
使
用
し
な
い
）

▼
支
援
単
価

　
国
と
地
方
公
共
団
体
を
合
わ
せ
た

支
援
単
価
は
8
千
円
／
10
a
で
す
。

▼
申
請
書
類

　
農
林
振
興
課
（
市
役
所
　
2
階
）

に
備
え
て
い
ま
す
。

▼
申
請
方
法

　
6
月
30
日
（
木
）
ま
で
に
交
付
申
請

書
・
実
施
計
画
書
を
農
林
振
興
課
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

・
山
梨
農
政
事
務
所

　
☎
0
5
5
（
2
2
6
）
6
6
1
1

・
農
林
振
興
課

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
税
は
ま
ち
づ
く
り
を
支
え
る
大
切
な

財
源
で
す
。
市
で
は
市
税
を
納
付
し
た

皆
さ
ん
と
の
公
平
性
を
保
ち
、
滞
納
の

解
消
を
図
る
た
め
、
滞
納
整
理
を
強
化

し
て
い
ま
す
。

　
納
期
限
ま
で
に
税
金
を
納
付
せ
ず
滞

納
す
る
と
、
本
来
納
め
る
べ
き
税
金
の

他
に
延
滞
金
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
滞
納
者
が
税
金
を
滞
納

し
た
ま
ま
放
置
し
て
お
く
と
、
法
律
に

基
づ
き
滞
納
者
の
意
思
に
関
わ
り
な
く
、

強
制
的
に
財
産
の
差
押
え
や
公
売
な
ど

の
滞
納
処
分
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
、
納
期
内
に
納
税
さ
れ
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先
　
収
税
課
　
収
納
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
水
資
源
開
発
の
譲
渡
担
保
権
な
ど
、

水
の
権
利
に
関
す
る
劇
場
型
の
投
資
ト

ラ
ブ
ル
が
急
増
し
て
い
ま
す
。
特
に
高

齢
者
が
狙
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
じ
ゅ

う
ぶ
ん
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

（
劇
場
型
投
資
ト
ラ
ブ
ル
　
購
入
を
勧
め

る
業
者
と
、
そ
れ
と
は
別
の
「
高
く
買

い
取
る
」
と
勧
誘
す
る
業
者
に
よ
り
、

消
費
者
の
投
資
を
あ
お
る
ト
ラ
ブ
ル
）

他
に
こ
ん
な
手
口
も

・
日
本
の
名
水
が
外
国
に
買
い
占
め
ら

れ
よ
う
と
し
て
お
り
、
水
の
保
全
の

た
め
に
権
利
を
購
入
し
て
ほ
し
い
と

も
ち
か
け
る
。

・
「
以
前
投
資
ト
ラ
ブ
ル
で
被
害
に
あ
っ

た
お
金
を
取
り
戻
し
ま
し
ょ
う
」
な

ど
と
も
ち
か
け
る
。

・
お
金
が
な
い
と
断
る
と
、
業
者
指
定

の
カ
ー
ド
で
借
金
を
す
る
よ
う
指
示

す
る
等
。

　
水
の
権
利
は
、
訪
問
販
売
を
規
制
す

る
特
定
商
取
引
法
の
対
象
と
な
ら
ず
、

規
制
が
難
し
く
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
が

適
用
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

・
山
梨
県
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
5
5
（
2
3
5
）
8
4
5
5

・
市
民
活
動
支
援
課
　
市
民
生
活
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
市
で
は
、
花
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

応
援
し
て
い
ま
す
。

　
市
内
の
憩
い
の
場
や
道
路
沿
い
な
ど

へ
の
花
を
植
え
た
り
育
て
た
い
地
区
・

住
民
の
団
体
な
ど
に
対
し
て
花
の
苗
や
、

種
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？
お
花
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動

　
今
年
も
、
花
苗
配
布
事
業
を
利
用
し
て
、

多
く
の
団
体
が
花
苗
の
支
給
を
受
け
、

市
役
所
入
り
口
や
、
公
民
館
、
道
路
沿

い
、
土
手
沿
い
な
ど
の
花
だ
ん
や
フ
ラ

ワ
ー
ポ
ッ
ト
に
、
花
が
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
公
共
空
地
が
あ
り
、
花
が
大
好
き
な

方
は
、
仲
間
と
一
緒
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
市
民
活
動
支
援
課
　

　
市
民
生
活
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
「
ね
ん
き

ん
定
期
便
」
に
関
す
る
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。

　「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
が
届
い
た
方
で
、

確
認
の
仕
方
や
記
入
の
仕
方
が
分
か
ら

な
い
方
や
内
容
に
疑
問
の
あ
る
方
は
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
・
場
所

○
5
月
18
日
（
水
）

　
市
役
所
本
庁
3
階
　
会
議
室

○
6
月
15
日
（
水
）

　
春
日
居
支
所

時
間
は
と
も
に
午
前
9
時
〜
正
午
、

午
後
1
時
〜
4
時

▼
持
ち
物

　
ね
ん
き
ん
定
期
便
・
年
金
手
帳
な
ど

※
そ
の
他
参
考
に
な
り
そ
う
な
物
が
あ

り
ま
し
た
ら
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
国
民
健
康
保
険
課
　
国
保
総
務
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

差押えられた滞納者の車



　
人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣
が
委

嘱
し
た
民
間
の
人
た
ち
で
、
人
権
意
識

を
高
め
る
た
め
の
様
々
な
人
権
啓
発
活

動
や
、
人
権
相
談
に
応
じ
た
り
、
人
権

侵
害
に
よ
る
被
害
者
を
救
済
す
る
な
ど

の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
人
権
に
関

し
て
困
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
笛
吹
市
の
人
権
擁
護
委
員

〈
石
和
地
区
〉

・
網
倉
　
義
久
　
　
・
神
宮
司
　
昭
子

・
神
宮
司
　
由
則
　
・
北
澤
　
三
津
子

・
岩
野
　
秀
夫
　
　
・
渡
邉
　
明
文

〈
御
坂
地
区
〉

・
角
田
　
喨
子
　
　
・
若
尾
　
光
明

〈
一
宮
地
区
〉

・
堀
内
　
圓
　
　
　
・
山
田
　
順
子

・
酒
井
　
明
子

〈
八
代
地
区
〉

・
前
島
　
英
雄
　
　
・
芦
澤
　
憲
一
郎

〈
境
川
地
区
〉

・
田
中
　
千
恵
子

〈
春
日
居
地
区
〉

・
田
草
川
　
睦
美
　
・
　
原
　
一
雄

※
各
委
員
へ
ご
相
談
し
た
い
場
合
は
、

問
合
せ
先
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
電
話
で
気
軽
に
相
談
で
き

る
「
み
ん
な
の
人
権
1
1
0
番
」
や
「
子

ど
も
の
人
権
1
1
0
番
」
、
「
女
性
の

人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
も
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

○
み
ん
な
の
人
権
1
1
0
番

　
☎
0
5
7
0
（
0
0
3
）
1
1
0

○
子
ど
も
の
人
権
1
1
0
番

　
☎
0
1
2
0
（
0
0
7
）
1
1
0

○
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
☎
0
5
7
0
（
0
7
0
）
8
1
0

（
P
H
S
、
一
部
の
Ｉ
Ｐ
電
話
な
ど
か

ら
は
利
用
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）

■
問
合
せ
先

・
甲
府
地
方
法
務
局
　
人
権
擁
護
課
　

　
☎
0
5
5
（
2
5
2
）
7
2
3
9

・
市
民
活
動
支
援
課
　
市
民
生
活
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
甲
府
地
方
法
務
局
で
は
、
特
設
人
権

相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

※
秘
密
厳
守
・
予
約
等
不
要

▼
日
時
　
6
月
1
日
（
水
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

▼
場
所

八
代
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
２
階
多
目
的

ホ
ー
ル

■
問
合
せ
先

　
市
民
活
動
支
援
課
　
市
民
生
活
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
結
婚
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

▼
日
時
・
場
所

○
5
月
13
日
（
金
）

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

春
日
居
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

○
5
月
22
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
正
午

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

春
日
居
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

（
両
日
と
も
に
受
付
は
午
後
4
時
ま
で
）

※
初
回
の
相
談
に
は
、
予
約
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

※
継
続
し
た
相
談
を
希
望
す
る
場
合
は
、

結
婚
相
談
所
へ
の
登
録
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
登
録
に
は
印
鑑
・
L
版
写

真
2
枚
・
独
身
証
明
書
・
身
分
証
明

書
の
写
し
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
他
市
町
主
催
の
出
会
い
パ
ー
テ
ィ
ー

情
報
を
市
民
活
動
・
地
域
づ
く
り
支

援
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

・
市
民
活
動
・
地
域
づ
く
り
支
援
サ
イ

ト
《
よ
っ
ち
ゃ
ば
る
ネ
ッ
ト
》

h
ttp

s
:/

/
o

p
e

n
c
ity

.jp
/

fu
e

fu
k

i/
・
携
帯
サ
イ
ト

h
ttp

s
:/

/
o

p
e

n
c
ity

.jp
/

fu
e

fu
k

i/

m
o

b
ile

/
m

o
b

ile
.js

p

※
笛
吹
市
結
婚
相
談
員
は
、
電
話
で
相

談
所
登
録
者
以
外
の
方
に
結
婚
適
齢

者
の
情
報
を
聞
き
だ
す
こ
と
は
行
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
市
結

婚
相
談
員
を
装
う
電
話
が
あ
っ
て
も
、

情
報
を
提
供
し
な
い
よ
う
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
市
民
活
動
支
援
課

　
市
民
活
動
支
援
担
当
　

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
や
消
費
者
金
融
な
ど
複

数
の
金
融
業
者
か
ら
お
金
を
借
り
て
お

悩
み
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

※
こ
の
相
談
会
は
、
金
融
庁
の
多
重
債

務
問
題
改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
、

市
に
お
い
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

▼
日
時
　
5
月
18
日
（
水
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

▼
場
所

　
ス
コ
レ
ー
パ
リ
オ
　
2
階
　
会
議
室

▼
相
談
時
間
　
一
人
　
30
分
以
内

▼
相
談
員

　
網
倉
義
久
氏
（
司
法
書
士
）

▼
持
ち
物

借
入
先
や
借
入
金
額
、
収
入
等
が
わ

か
る
資
料
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
予
約
不
要
、
秘
密
は
守
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
市
民
活
動
支
援
課
　
市
民
生
活
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

相
松
会
　
様
（
一
宮
町
中
尾
）

【
地
上
デ
ジ
タ
ル
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
液
晶

テ
レ
ビ
1
台
】

　
毎
年
開
催

し
て
い
ま
し

た
次
の
事
業
は
、

計
画
停
電
等

の
影
響
に
よ

り
開
催
を
９

月
以
降
に
予

定
し
て
い
ま
す
。

○
ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
ふ
え
ふ
き
祭
り

○
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

○
朗
読
奉
仕
員
養
成
講
座

■
問
合
せ
先

　
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
障
害
者
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

　
「
ふ
え
ふ
き
」

　
☎
0
5
5
（
2
6
3
）
1
7
7
7

　
℻
0
5
5
（
2
6
3
）
1
7
6
9

▼無料です。　お気軽にお申込みください。

▼基本は玄関先にて地デジに関するご質問にお応えします。

　宅内での戸別訪問をご希望の場合は、お申し込みの際にお

申し出ください。

地デジのご準備はお済みでしょうか？
デジサポ山梨では地デジ未対応のご世帯を対象に事前にお申し込みいただければ戸別
訪問説明に伺います。

平成23年3月8日※

平成23年3月8日※

平成23年3月8日※

平成23年3月15日

〃

〃

〃

〃

※…総合評価落札方式

■申込・問合せ先

　☎�055（255）6038　（デジサポ山梨　相談会グループ）

　受付時間：午前９時30分～午後５時30分（平日）

（金額は税抜き価格です）

入札日決定業者決定額（円）予定価格（円）件　　名 場　所

一宮町末木

一宮町末木

一宮町末木

石和町松本

春日居町加茂

春日居町鎮目

芦川町中芦川

芦川町鶯宿

￥113,000,000

￥70,000,000

￥450,000,000

￥3,000,000

￥3,800,000

￥5,600,000

￥15,000,000

￥7,860,000

（株）有電

（有）東陽プロテック

（株）早野組

（有）三枝工務店

（株）中村工務店

矢崎興業（株）

（有）三枝工務店

一宮中学校改築耐震補強改修工事（電気設備）

一宮中学校改築耐震補強改修工事（機械設備）

一宮中学校改築耐震補強改修工事（建築主体）

石和北小学校外壁等改修工事設計監理業務委託(明許）

春日居柔剣道場改修工事(明許）

春日居中学校防球ネット等設置工事(明許）

芦川ふるさと総合センター外壁屋根改修工事(明許）

芦川やすらぎの里浴室改修工事(明許）

￥100,000,000

￥56,500,000

￥348,000,000

￥2,800,000

￥3,380,000

￥4,200,000

￥10,500,000

￥6,050,000

一級建築士事務所
佐藤設計



■問合せ先　生涯学習課　生涯学習コーディネーター　☎�055（261）3339

　１月から毎週月曜日（全５回）、学びの杜みさかで市民講座「大人のための似顔絵教室」

が開催されました。

　一宮町在住の風間繁樹先生を講師に迎え、楽しく絵を描く事を重点にデッサンの基礎か

ら指導していただきました。教室では、目や鼻などの顔の特徴をつかみ、紙皿や石に自画

像を描くなどの学習をしました。創作意欲を引き出す指導法、具体的で解りやすい説明に

より上達を実感した受講生も多く、自主グ

ループ活動にもつながる有意義な講座とな

りました。

　現在では「似顔絵クラブ」（金丸典男代表）

として、更に技術向上に磨きをかけ、地域

のボランティア活動の参加も視野に目的を

もった活動を続けています。

　今後も市民講座を通じて、いきいきと意

欲的に学ぶ受講生に、よりよい支援ができ

るよう充実した講座運営をしたいと思いま

す。

　
歴
史
の
な
か
で
、
身
近
に
描
か
れ

た
花
の
模
様
を
紹
介
し
ま
す
。
明
治

末
期
の
着
物
の
染
め
型
紙
や
、
甲
斐

国
分
寺
跡
の
瓦
な
ど
美
し
い
花
模
様

を
紹
介
し
ま
す
。

▼
期
間
　
5
月
30
日
（
月
）
ま
で

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
土
偶
つ

く
り
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

▼
開
催
日

5
月
1
日
（
日
）
・
3
日
（
火
）
・
4

日
（
水
）
・
5
日
（
木
）

▼
時
間
　
各
日
と
も
2
回

　
①
午
前
10
時
か
ら

　
②
午
後
2
時
か
ら

▼
参
加
費

　
入
館
料
と
材
料
費
2
0
0
円

▼
定
員
　
各
回
20
名

※
事
前
に
お
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　
す
が
す
が
し
い
季
節
に
、
鎌
倉
時

代
の
史
跡
を
め
ぐ
り
ま
せ
ん
か
。
勝

沼
氏
館
跡
、
岩
崎
氏
館
跡
、
大
善
寺

を
め
ぐ
り
ま
す
。

▼
開
催
日
　
5
月
15
日
（
日
）

▼
集
合
時
間

　
午
前
9
時
（
午
後
3
時
終
了
予
定
）

▼
定
員
　
15
名

※
事
前
に
お
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

▼
参
加
費
　
無
料

▼
服
装
・
持
ち
物
　
お
弁
当
、
水
筒
、

シ
ー
ト
、
帽
子
、
タ
オ
ル
な
ど
。

歩
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

　
市
内
在
住
の
小
学
生
は
利
用
券
提

示
で
、
本
人
と
同
伴
の
家
族
が
入
館

無
料
に
な
り
ま
す
。
ま
た
釈
迦
堂
ふ

ぁ
ん
ク
ラ
ブ
会
員
（
年
会
費
１
０
０

０
円
）
も
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
釈

迦
堂
を
お
気
に
入
り
の
場
所
と
し
て

楽
し
く
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
開
館
時
間

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

○
休
館
日

　
火
曜
日
・
祝
日
の
翌
日

（
土
・
日
除
く
）

■
入
館
料

　
一
般
・
大
学
生
　
２
０
０
円

　
小
中
高
生
　
　
　
１
０
０
円

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
☎
０
５
５
３（
４
７
）３
３
３
３

　飼い猫を外に出すと、周囲に迷惑をかける可能性があるだけでなく、病気や交通事故、ケガなどの
リスクも増えます。猫は家の中だけでも暮らせますので、高い所に上れるようにしたり遊びを取り入
れたりして、楽しめるように工夫してみましょう。

　飼い犬にリードを着けずに散歩をすると、周囲の人に飛び掛かったり、かみつくな
どして迷惑をかけたり、また、飼い犬自身を交通事故などの危険にさらすことにもな
ります。散歩の際は、飼い犬に必ずリードを着け、リードを放さないようにしましょう。
また、すれ違う人に犬が飛び掛からないように、リードの長さにも気を付けましょう。

■�問合せ先　ごみ減量課　�☎�0 5 5（ 2 6 1 ）2 0 4 4 　 または各支所

■問合せ先　県峡東保健所　☎�0553（20）2751�

　動物には、それぞれ寿命があり、体は小

さくても10年以上生きる動物もいます。

　ペットを飼う場合は、安易に決めず、家

族と相談するなどよく考えて

からにしましょう。

　大切な命が消え

るまで、あなたは

頑張って世話する

ことができますか。

　県や市町村が実施する動物愛護行事への協力や、各種動物
の飼い方等に関する相談窓口など、各地域に根ざした動物の
愛護の推進に取り組んでいただく動物愛護推進員を募集します。
詳しくは、お問い合わせください。
▼任期　２年間（平成23年７月１日～平成25年６月30日）
▼応募資格
　①�県内在住で20歳以上であること
　②�動物愛護について熱意と識見があること
　③�動物愛護推進員養成講習会の受講が可能であること
　　�（平成23年6月11日予定）
▼募集人数　２名
▼応募締切　５月20日（金）
▼応募先　　市ごみ減量課　☎�055（261）2044

▼回収する油の種類　植物油（菜種、大豆、コーン、べに花、ごま、ひまわりなど）
　○鉱物油、牛・豚脂、パームなどの油は回収しません。
　○天かすなどは取り除いてください。
　○廃食油回収後、容器はお持ち帰りいただきます。
　○お店などの事業に伴う廃食油は回収しません。

　市内各地区の資源物回収会場で廃食油・賞味期限切れの油を回収します。廃食油はバイオディーゼル燃
料になり、ごみ収集車などに利用されます。5月は境川地区で実施しますので、ご家庭に廃食油があれば、
ペットボトルなどの透明な容器に入れてお持ちください。
▼日時　５月19日（木）
▼場所・時間

原 公民館駐車場 午前６時30分～７時

大坪 旧公民館 午前６時～７時

三椚 境川町体育館東駐車場 午前６時～７時

小山 集落センター 午前６時～７時

大黒坂 集荷所 午前７時～８時

境
川
町

地　区 場　所 時　間



岡前団長から芝垣新団長への法被の引継ぎ

施設外観

お花見御坂散策コース

　
4
月
2
日
か
ら
中
旬
に
か
け
て
、

御
坂
町
花
鳥
地
区
に
設
け
た
散
策
コ

ー
ス
及
び
甲
斐
国
一
宮
国
分
寺
を
会

場
と
し
て
、
桃
の
花
や
菜
の
花
な
ど

を
観
覧
し
て
い
た
だ
く
催
し
が
開
か

れ
ま
し
た
。

　
毎
年
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
各
種
イ

ベ
ン
ト
を
設
け
て
い
ま
し
た
が
、
東

日
本
大
震
災
に
伴
い
、
今
年
は
案
内

板
の
設
置
な
ど
、
場
所
を
提
供
す
る

こ
と
に
と
ど
め
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
3
月
29
日
、
笛
吹
市
立
春
日
居
中

学
校
柔
剣
道
場
が
完
成
し
、
そ
の
竣

工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
市
議
会
議
員
、
教
育
関
係

者
、
市
関
係
者
、
建
築
関
係
者
の
他
、

地
元
区
長
、
地
元
体
育
協
会
役
員
な

ど
、
お
よ
そ
45
名
が
参
加
し
て
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
施
設
は
、
鉄
骨
造
り
2
階
建
て
で
、

柔
道
場
98
畳
、
剣
道
場
63
畳
相
当
床

を
含
む
、
延
床
面
積
４
８
７
・
０
４

平
方
メ
ー
ト
ル
で
す
。

　
2
月
19
日
、
カ
ム
イ
み
さ
か
ス

キ
ー
場
で
第
6
回
笛
吹
市
ス
キ
ー

祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
内
各
地
か
ら
55
名
の
選
手
が

参
加
し
年
齢
別
の
8
部
門
に
分
か

れ
て
大
回
転
競
技
を
行
い
ま
し
た
。

　
各
部
門
の
優
勝
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。
（
敬
称
略
）

　
3
月
24
日
、
同
学
校
の
新
校
舎

が
竣
工
を
迎
え
、
式
典
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
生
徒
代
表
に
よ
り
、

新
校
舎
を
大
切
に
利
用
し
た
い
と

感
謝
の
こ
と
ば
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
式
典
の
後
、
校
舎
内
見
学
と
し

て
試
験
醸
造
の
た
め
の
ワ
イ
ン
製

造
実
習
室
・
加
工
室
や
図
書
館
な

ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
校
舎
は
4
階
建
て
、
体
育
館
は

2
階
建
て
で
、
と
も
に
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
で
す
。

　
八
代
総
合
会
館
で
、
市
P
T
A
連

合
会
・
市
教
育
協
議
会
・
市
教
育
委

員
会
で
つ
く
る
笛
吹
市
教
育
懇
談
会

が
同
会
議
を
開
催
し
、
市
内
の
保
護

者
や
教
職
員
、
教
育
行
政
担
当
者
ら

約
2
5
0
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

�
当
日
は
、
市
内
小
中
学
生
の
生
活

実
態
の
報
告
や
あ
い
さ
つ
の
習
慣
化

な
ど
を
取
り
上
げ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
各
校
や
P
T
A
活
動
の

具
体
的
な
取
り
組
み
が
発
表
さ
れ

た
ほ
か
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育

成
に
は
、
学
校
や
家
庭
、
地
域
が

一
体
と
な
っ
て
環
境
づ
く
り
に
努

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
3
月
25
日
、
笛
吹
市
観
光
振
興

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
が
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
の
結
果
を
ふ
ま
え
策

定
さ
れ
、
荻
野
市
長
へ
の
報
告
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
同
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
は
平
成
23
年
4
月
か
ら
の

5
カ
年
間
の
笛
吹
市
の
観
光
振
興

を
推
進
す
る
た
め
の
計
画
で
す
。

　
笛
吹
市
観
光
振
興
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
皆
さ

ん
と
一
緒
に
よ
り
よ
い
観
光
地
づ

く
り
を
目
指
し
ま
す
。

第6回笛吹市スキー祭り��種目��ジャイアントスラローム��大会結果

地　区

春日居

八　代

八　代

石　和

石　和

一　宮

八　代

一　宮

タイム

27.35

25.94

23.11

21.39

21.70

20.16

22.93

21.40

順位

１位

１位

１位

１位

１位

１位

１位

１位

氏　名

松本　　梢

中山　祐貴

石原なな実

青柳　昌志

植村　彩里

志村　　剛

唐沢　　稔

鶴田　芳文

部門名

小学生女子の部

小学生男子の部

中学高校生女子の部

中学高校生男子の部

成年女子の部

成年男子の部

マスターズ男子A部

マスターズ男子B部

同プランを報告する策定委員の長坂邦彦さん

テープカットする関係者一同

　
4
月
3
日
、
石
和
農
村
ス
ポ
ー
ツ

広
場
に
お
い
て
、
団
員
や
関
係
者
が

参
加
し
て
、
同
入
退
団
式
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
平
成
21
年
度
か
ら
2
年
間
団
長
を

務
め
て
き
た
岡
三
郎
前
団
長
か
ら
芝

垣
直
秀
新
団
長
に
法
被
の
引
継
ぎ
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
芝
垣
団
長
は
訓
示
の
中
で
、
被
災

者
の
皆
さ
ん
が
平
穏
な
暮
ら
し
を
取

り
戻
せ
る
よ
う
に
支
援
を
続
け
た
い

と
東
日
本
大
震
災
に
つ
い
て
触
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
新
た
に
入
団
し
た
消

防
団
員
に
市
民
の
付
託
に
答
え
ら
れ

る
よ
う
期
待
す
る
と
述
べ
ま
し
た
。

　
1
2
2
名
の
新
入
団
員
を
代
表
し

て
、
石
和
分
団
第
2
部
の
小
林
篤
史

団
員
が
、
新
入
団
に
あ
た
っ
て
の
力

強
い
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。

平
成
23
年
度
市
消
防
団
役
員

　
（
敬
称
略
）

◎
団
　
長
　
　
　
　
芝
垣
　
直
秀

　
副
団
長
　
　
　
　
桑
原
　
　
明

　
副
団
長
　
　
　
　
土
屋
　
　
淳

○
石
和
分
団
長
　
　
三
枝
　
賢
治

　
副
分
団
長
　
　
　
秋
山
　
広
幸

　
副
分
団
長
　
　
　
高
野
　
　
収

○
御
坂
分
団
長
　
　
望
月
　
一
人

　
副
分
団
長
　
　
　
穴
山
　
　
武

　
副
分
団
長
　
　
　
上
野
　
　
和

○
一
宮
分
団
長
　
　
岡
　
　
光
宏

　
副
分
団
長
　
　
　
雨
宮
　
一
生

　
副
分
団
長
　
　
　
野
澤
東
一
郎

○
八
代
分
団
長
　
　
渡
辺
　
　
東

　
副
分
団
長
　
　
　
村
松
　
和
昭

　
副
分
団
長
　
　
　
岩
谷
　
勇
人

○
境
川
分
団
長
　
　
北
野
　
幸
　

　
副
分
団
長
　
　
　
角
田
　
公
男

　
副
分
団
長
　
　
　
風
間
　
貴
夫

○
春
日
居
分
団
長
　
小
倉
　
　
順

　
副
分
団
長
　
　
　
飯
島
　
　
正

　
副
分
団
長
　
　
　
東
方
　
　
猛

○
芦
川
分
団
長
　
　
霜
村
　
武
士

　
副
分
団
長
　
　
　
芦
澤
　
　
孝

はっぴ



●
耳
を
す
ま
せ
ば
え
ほ
ん
隊

５
月
７
日
（
土
）
・
14
日
（
土
）
・
21
日

（
土
）・
28
日（
土
）

午
前
の
部
　
11
時
〜
11
時
30
分

午
後
の
部
　
２
時
〜
2
時
30
分

毎
週
土
曜
日
２
回
開
催

●
お
は
な
し
会
タ
ン
タ
ン

５
月
12
日（
木
）・
26
日（
木
）

午
前
11
時
か
ら

●
家
族
で
始
め
よ
う
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

�
５
月
19
日（
木
）

　
午
前
10
時
30
分
か
ら

●
楽
蔵
ス
ペ
シ
ャ
ル
お
は
な
し
会

　（
お
話
・
工
作
・
映
画
会
）

　
５
月
７
日（
土
）午
後
2
時
〜
３
時

●
お
は
な
し
会
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん

５
月
10
日（
火
）・
24
日（
火
）

午
前
11
時
〜
11
時
30
分

（
こ
の
日
以
外
に
も
要
望
が
あ
れ
ば

本
の
読
み
聞
か
せ
を
し
ま
す
）

●
ロ
ー
ズ
タ
イ
ム

　（
大
人
の
た
め
の
癒
し
の
時
間
）
★

５
月
20
日（
金
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
リ
サ
と
ガ
ス
パ
ー
ル

　
〜
お
は
な
し
会
〜

５
月
１
日
（
日
）
・
８
日
（
日
）
・
22
日

（
日
）・
29
日（
日
）午
後
２
時
か
ら

●
ブ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル

５
月
３
日（
火
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

●
お
は
な
し
の
ゆ
り
か
ご

　
５
月
11
日（
水
）午
前
11
時
か
ら

●
プ
レ
マ
マ
　
〜
マ
タ
ニ
テ
ィ
支
援
〜

５
月
13
日（
金
）・
27
日（
金
）

午
前
10
時
30
分
か
ら

●
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

　
５
月
14
日（
土
）午
後
２
時
か
ら

●
わ
か
ば
の
お
は
な
し
会

　
５
月
15
日（
日
）午
後
２
時
か
ら

●
ベ
ビ
ー
ブ
ッ
ク
・
サ
ロ
ン

　
５
月
18
日（
水
）午
前
11
時
か
ら

●
え
ほ
ん
で
G
O
！

　
〜
楽
し
い
読
み
聞
か
せ
〜

５
月
７
日（
土
）・
21
日（
土
）・
28
日（
土
）

午
前
11
時
か
ら
�

●
あ
か
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
の
お
は
な
し
会

５
月
11
日（
水
）・
18
日（
水
）・
25
日（
水
）

午
前
11
時
か
ら
�

●
バ
ム
ケ
ロ
お
は
な
し
会

　
５
月
14
日（
土
）午
後
１
時
30
分
か
ら

●
ば
ば
ば
あ
ち
ゃ
ん
お
は
な
し
会

５
月
７
日（
土
）午
後
２
時
か
ら

（
毎
週
土
曜
日
、
随
時
お
は
な
し
会

を
予
定
し
て
い
ま
す
）

●
お
は
な
し
の
へ
や
　
も
も

　（
乳
幼
児
向
け
）

５
月
10
日（
火
）・
24
日（
火
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

●
お
り
が
み
を
た
の
し
も
う
！

　（
小
学
生
向
け
）

５
月
14
日（
土
）午
前
10
時
30
分
か
ら

●
ぱ
ぱ
と
ぐ
ら
ん
ぱ
の
お
は
な
し
会

５
月
21
日（
土
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

●
お
は
な
し
の
へ
や

　
さ
く
ら
ん
ぼ
ス
ペ
シ
ャ
ル

５
月
28
日（
土
）午
前
10
時
30
分
〜
11
時

＊
図
書
館
の
お
は
な
し
会
は
、
子
ど
も

た
ち
だ
け
で
な
く
、
敬
老
会
・
公
民

館
ま
つ
り
・
老
人
ホ
ー
ム
・
デ
ィ
サ

ー
ビ
ス
施
設
・
病
院
な
ど
に
出
向
き
、

年
配
の
方
々
に
も
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ご
要
望
が
あ
れ
ば
随
時

出
前
お
は
な
し
会
を
行
い
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊
個
人
的
に
朗
読
サ
ー
ビ
ス
を
お
受
け

に
な
り
た
い
方
は
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

★
印
…
キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し

登
録
講
座

　
電
力
不
足
に
と
も
な
い
、
閉
館
時
間

が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
石
和
図
書
館
（
担
当
�

雨
宮
）

☎
0
5
5（
2
6
2
）
5
9
5
9

℡
０
５
５（
２
６
２
）５
９
５
９

平
　
　
　
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
９
時

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５
３（
４
７
）５
２
２
０

平
日（
火
・
木
）／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
７
時

平
日（
水
・
金
）･

土･

日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５（
２
６
６
）２
０
１
４

平
日
・
土
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５
３（
２
６
）２
２
８
３

平
　
　
　
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
７
時

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５（
２
６
５
）２
１
１
３

平
日
・
土
・
日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５（
２
６
３
）０
３
６
３

月
・
火
・
木
・
金
／
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◆
石
和
図
書
館

２
日（
月
）・
９
日（
月
）・
16
日（
月
）・

23
日（
月
）・
30
日（
月
）

◆
御
坂
図
書
館

６
日（
金
）・
11
日（
水
）・
18
日（
水
）・

25
日（
水
）・
31
日（
火
）

◆
一
宮
図
書
館

２
日（
月
）・
９
日（
月
）・
16
日（
月
）・

23
日（
月
）・
30
日（
月
）・
31
日（
火
）

◆
八
代
図
書
館

２
日（
月
）〜
５
日（
木
）・
９
日（
月
）・

16
日（
月
）・
23
日（
月
）・
30
日（
月
）・

31
日（
火
）

◆
境
川
図
書
室

１
日（
日
）・
３
日（
火
）〜
５
日（
木
）・

８
日（
日
）・
15
日（
日
）・
22
日（
日
）・

29
日（
日
）

◆
春
日
居
ふ
る
さ
と
図
書
館

２
日（
月
）・
６
日（
金
）・
９
日（
月
）・

16
日（
月
）・
23
日（
月
）・
30
日（
月
）・

31
日（
火
）

　4月23日(土)から5月12日(木)は「子どもの読書週間」です。

　市立図書館では、5月を読書強化月間として楽しい企画をご用意し

ていますので、ぜひお出かけください。いずれも参加無料です。

　スペシャルゲストとして童謡歌手の

雨宮知子さんをおむかえしての楽しい

企画となっています。

▼日　時

　５月１５日(日)午後１時３０分から

▼場　所

　石和スコレーセンター　集会室・前庭

※入場無料。

　詳しくはチラシをご覧ください。

※申し込みは各希望の図書館へ
連絡をお願いします。

※応募多数の場合は、抽選とさ
せていただきます。

▼日時・場所　○５月４日（水）　　一宮図書館
　　　　　　　○５月５日（木）　　石和図書館
　　　　　　　○５月７日（土）　　御坂図書館
　　　　　　　○５月２８日（土）　春日居図書館
　　　　　　　いずれも午前10時から午後４時30分
　　　　　　　（午前・午後の２部制）
▼対　象　小学生

図書館のいろいろな仕事を
体験してみませんか？

チェロ・ピアノ・バイオリン等、県内外よりプロの演奏家が集まり、日替わりプログラムで演奏します。

4月26日（火）、28日（木）、30日（土）
5月１日（日）、10日（火）
いずれも午前11時から

5月4日（水）、5日（木）
いずれも午後２時から

4月22日（金）、29日（金）
5月3日（火）、6日（金）、8日（日）
いずれも午前10時30分から

4月27日（水）
5月11日（水）

いずれも午前11時から

4月23日（土）、24日（日）
いずれも午前10時30分から

5月7日（土）
午後２時から

※入場無料
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